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―
―
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天
草
の
島
々
と
島
内
交
通 

―
―
― 

 

一 
藍
よ
り
青
い
海
に
浮
か
ぶ
天
草
の
島
々 

 

１ 

１
２
０
の
島
が
点
在
す
る
天
草 

  

天
草
の
島
々
を
眺
め
る
と
、
そ
れ
ら
を
囲
む
青
い
海
が
大
変
印
象
的
で
、
年
配
者
に
は
４
０
年
以

上
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
藍
よ
り
青
く
」
と
い
う
の
が
思
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
天
草

の
若
い
女
性
が
網
元
の
息
子
に
嫁
ぐ
が
、
夫
は
戦
死
。
そ
の
後
、
あ
の
海
が
あ
る
か
ら
と
信
じ
て
の

苦
労
と
成
功
の
物
語
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
天
草
の
青
い
海
に
も
と
づ
い
て
い

る
。 こ

の
藍
よ
り
青
い
海
に
囲
ま
れ
る
天
草
は
風
光
明
媚
で
、
わ
が
国
有
数
の
景
勝
地
で
あ
り
、
多
く

の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。
島
の
各
地
に
あ
る
歌
碑
な
ど
を
み
る
だ
け
で
も
、
頼
山
陽
、
勝
麟
太

郎
㊴
が
、
夏
目
漱
石
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
㉙
が
訪
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
あ
る
い
は
、
林
芙
美
子
、
司
馬
遼
太
郎
な
ど

の
来
島
も
あ
っ
た
。 

中
に
は
、
鎮
道
寺
（
苓
北
町
富
岡
）
本
堂
の
柱
に
お
け
る
勝
麟

太
郎
（
海
舟
）
の
墨
書
も
あ
る
が
、
感
動
の
作
品
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
著
者
な
り
に
気
に
入
っ
た
詩
を
あ
げ
れ
ば
、 

「
天
草
の 

島
の
あ
い
だ
の
夕
焼
け
に 

舟
も
そ
の
身
も 

 

染
み
て
人
釣
る
」 

 
 
 

（
与
謝
野
寛(

鉄
幹)

） 

口
ず
さ
み
つ
つ
瞼
を
閉
じ
る
と
、
藍
よ
り
青
い
海
に
溶
け
込
み
、

海
と
共
に
生
き
る
天
草
の
人
々
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。 

と
こ
ろ
で
、
有
明
海
、
八
代
海
、
天
草
灘
（
東
シ
ナ
海
）
の
３

つ
の
海
に
囲
ま
れ
た
約
５
０
㎞
四
方
の
海
域
（
図
１
）
に
お
け
る

島
々
を
総
称
し
て
天
草
諸
島
と
呼
ぶ
。
熊
本
県
南
部
か
ら
鹿
児
島

県
北
部
に
か
け
て
点
在
し
、
そ
の
総
数
は
、
１
２
０
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
と
い
わ
れ
、
長
崎
県
の
九
十
九
島
（
２
０
８
）、
五
島
列
島

（
１
４
０
）
に
匹
敵
す
る
多
島
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
熊
本

県
下
は
約
１
１
０
で
、
同
県
に
お
け
る
島
の
２
／
３
が
こ
こ
天
草

に
集
中
し
て
い
る
。
残
り
は
鹿
児
島
県
で
あ
る
。 

 

〝
天
草
〟
は
、
古
事
記
に
出
て
く
る
「
天
両

屋
（
ア
マ
ノ
フ
タ
ヤ
）」
と
い
う
島
の
名
が
転
化

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
海
辺
に
住
み
、
漁
を

生
業
と
し
て
い
た
海
人
族
の
島
⑤
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
勝
手
な
解
釈
だ
が
、
〝
天
〟
は
天
空

に
も
海
（
あ
ま
）
に
も
通
じ
、
〝
草
〟
は
日
（
く

さ
、
太
陽
）
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
３
者
が
一
つ

に
会
す
る
島
と
も
考
え
る
。 

一
方
、
天
草
下
島
に
、
苓
州
の
北
部
を
意
味

す
る
「
苓
北
町
」
が
あ
る
（
図
１
）。
こ
れ
は
、

苓
が
甘
草
（
あ
ま
く
さ
。
か
ん
ぞ
う
。
マ
メ
科

の
植
物
）
で
、
そ
れ
に
か
け
て
天
草
を
漢
名
で

〝
苓
州
〟
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

天
草
を
歩
け
ば
店
の
屋
号
や
社
名
、
と
り
わ
け

飲
食
店
に
〝
苓
州
〟
を
用
い
た
も
の
に
遭
遇
す

る
。 現

在
の
天
草
諸
島
の
中
で
有
人
島
は
、
熊
本
県
で

１
８
、
鹿
児
島
県
で
４
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
天

草
下
島
（
し
も
し
ま
）
が
最
も
大
き
い
。
面
積
５
７

４
㎢
は
、
本
州
な
ど
４
島
を
除
く
と
、
我
が
国
で
８

番
目
で
あ
る
。
九
州
（
沖
縄
を
除
く
）
で
は
奄
美
、

対
馬
に
次
ぐ
３
番
目
だ
が
、人
口
は
６
万
人
を
超
え
、

対
馬
の
２
倍
に
達
す
る
。 

２
番
目
に
大
き
な
島
は
天
草
上
島
（
か
み
し
ま
）、

面
積
２
２
５
㎢
、
人
口
３
万
人
超
。
以
下
、
順
に
長

島
（
９
１
㎢
）、
大
矢
野
島
（
３
０
㎢
）、
獅
子
島
、

御
所
浦
島
と
つ
づ
く
。 

天
草
下
島
、
上
島
を
主
に
し
て
、
熊
本
西
南
部
お

よ
び
鹿
児
島
の
西
北
部
海
域
の
有
人
、
無
人
の
島
の

集
ま
り
が
天
草
諸
島
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
九
州
西
海

岸
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。 

⑤ 今も盛んな天草の素潜り漁（通詞島沖） 

図 1 紀行文「五足の靴」にもなった天草諸島と隣接地域 
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あ
る
い
は
、
古
く
は
、
長
崎
・
佐
賀
か
ら
阿
蘇
・
熊
本
一
帯
を
〝
肥
（
火
）
の
国
〟
と
呼
ん
だ
。

雲
仙
普
賢
岳
、
多
良
山
系
、
阿
蘇
山
と
火
山
が
多
い
こ
と
に
よ
る
と
の
説
も
あ
る
が
、
う
ち
長
崎
・

佐
賀
を
〝
肥
前
〟
、
阿
蘇
・
熊
本
を
〝
肥
後
〟
と
称
し
た
。
天
草
は
、
肥
後
と
は
い
え
、
後
で
も
な

く
、
前
で
も
な
い
。
ま
さ
し
く
そ
れ
ら
の
間
に
あ
る
島
々
で
あ
る
。 

 ２ 

数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
天
草
の
人
々 

 

こ
う
し
た
天
草
の
島
々
に
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
人
が
住
み
着
き
、
ど
う
い
っ
た
歴
史
を
た
ど
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
島
と
は
い
え
、
九
州
の
へ
そ
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
九
州
、
場
合
に
よ
っ
て
は
我
が

国
の
歴
史
を
物
語
る
大
き
な
出
来
事
に
遭
遇
し
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
。 

★ 

続
日
本
紀
な
ど
に
よ
れ
ば 

続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
７
４
４
年
、
洪
水
の
さ
な
か
に
大
地
震
が
あ
り
、
天
草
郡
（
お
お
む
ね
天

草
諸
島
の
範
囲
）
で
田
２
９
０
余
町
、
民
家
４
７
０
戸
、
犠
牲
者
１
５
２
０
余
名
の
被
害
が
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も

８
世
紀(

奈
良
時
代)

に
は
犠
牲
者
数
に
数
倍
す
る
多
く

の
島
民
が
暮
ら
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。 

あ
る
い
は
、
必
ず
し
も
比
定
は
で
き
な
い
が
、
平
安

時
代
の
中
期
の
和
名
抄
に
天
草
郡
で
は
波
太
、
天
草
、

志
記
、
恵
家
、
高
尾
の
５
郷
の
記
載
が
あ
り
、
鎌
倉
時

代
に
は
、
藤
原
純
友
の
乱
で
功
を
成
し
た
大
蔵
春
美
の

末
裔
と
い
わ
れ
る
天
草
種
有
が
、
天
草
下
島
・
本
砥
（
本

渡
）
の
地
頭
職
に
任
じ
ら
れ
た
。
筑
前
の
原
田
氏
や
秋

月
氏
、
筑
後
の
草
野
氏
、
豊
後
の
日
田
氏
な
ど
と
同
じ

大
蔵
の
流
れ
で
あ
る
。 

ま
た
、
元
寇
の
役
で
肥
後
御
家
人
竹
崎
季
長
が
描
か

せ
た
蒙
古
襲
来
絵
詞
の
中
の
大
矢
野
氏
が
大
矢
野
島
に
、

肥
後
を
拠
点
と
す
る
菊
池
氏
の
一
族
・
志
岐
氏
が
天
草

下
島
北
部
に
い
た
。つ
ま
り
、船
で
渡
る
島
な
が
ら
も
、

古
く
か
ら
、
九
州
各
地
と
か
か
わ
り
深
い
国
人
領
主
が

天
草
に
群
雄
割
拠
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

そ
の
後
、
十
四
世
紀
の
南
北
朝
時
代
に
は
、
北
朝
方

と
南
朝
方
に
分
か
れ
て
の
激
し
い
争
が
あ
り
、
天
草
８
氏
、
後
に
し
ぼ
ら
れ
て
天
草
五
人
衆
（
天
草
、

志
岐
、
栖
本
、
上
津
浦
、
大
矢
野
の
各
氏
）
が
天
草
郡
を
支
配
し
た
（
図
２
参
照
）。
し
か
し
、
争
い

は
絶
え
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
肥
前
の
有
馬
藩
が
介
入
。
あ
る
い
は
、
島
津
の
分
家
・
薩
洲
家
に
よ

る
侵
攻
が
あ
り
、
長
島
、
獅
子
島
な
ど
が
肥
後
国
天
草
郡
か
ら
切
り
取
ら
れ
、
薩
摩
国
出
水
郡
に
組

み
込
ま
れ
た
。
図
２
と
表
７
の
図
を
対
比
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
の
地
域
の
分
割
状
況
は

今
も
な
お
地
名
と
し
て
残
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

★ 

富
岡
藩
（
天
草
藩
）
の
誕
生 

そ
し
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
平
定
に
天
草
も
飲
み
込
ま
れ
た
。
天
草
五
人
衆
は
、

当
初
、
肥
後
の
佐
々
成
政
、
後
に
宇
土
の
小
西
行
長
の
配
下
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
、
宇
土
城
普
請

の
命
に
従
わ
ず
反
乱
を
起
し
た
も
の
の
（
天
草
国
人
一
揆
）、
小
西
行
長
に
鎮
圧
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

小
西
行
長
が
ま
た
関
ケ
原
の
戦
い
で
西
軍
方
に
つ
い
て
敗
れ
、
処
刑
さ
れ
た
。 

こ
れ
で
次
は
島
民
の
出
番
と
な
ら
な
い
の
が
封
建
社
会
で
あ
る
。天
草
は
肥
前
の
唐
津
藩（
譜
代
）

の
飛
び
地
と
な
り(

１
６
０
１
年)

、
富
岡
城
㉘
が
築
か
れ
、
城
代
が
置
か
れ
た
。
先
に
、
天
草
諸
島

を
肥
前
、
肥
後
の
間
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
た
の
は
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
天
草
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
目
ま

ぐ
る
し
い
統
治
者
の
争
い
と
移
り
変
わ
り
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、

島
と
い
え
な
い
ほ
ど
島
外
か
ら
の
深
い
介
入
が
あ
り
、
島
民
に
は

迷
惑
と
苦
難
の
連
続
で
あ
り
、
搾
取
に
次
ぐ
搾
取
で
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
、
１
５
６
６
年
、
大
分
に
い
た
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ

ダ
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
え
ら
れ
、心
の
支
え
を
え
た
も
の
の
、

１
６
３
７
年
、
周
知
の
天
草
島
原
の
乱
が
勃
発
し
、
徹
底
的
に
鎮

圧
さ
れ
た
（
四
章
１
節
）。 

乱
の
後
は
、
そ
の
立
て
直
し
に
と
山
崎
家
治
が
４
万
２
千
石
で

富
岡
藩
（
天
草
藩
）
に
入
封
。
新
田
開
発
に
努
め
た
が
、
１
６
４

１
年
に
讃
岐
丸
亀
藩
に
転
出
し
た
。
そ
の
後
、
天
草
は
天
領
と
な

り
、
三
河
武
士
の
鈴
木
重
成
（
し
げ
な
り
）
㊴
が
代
官
に
任
ぜ
ら

れ
た
が
、
こ
の
時
、
彼
は
、
改
め
て
検
地
し
た
。
そ
の
結
果
、
表

向
き
の
石
高
は
実
際
の
半
分
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
さ
す

が
に
こ
れ
で
は
ひ
ど
い
と
の
思
っ
た
の
か
直
ち
に
幕
府
に
直
訴
し

た
。
し
か
し
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
に
亡
く
な
っ
た
が
、

養
子
の
重
辰
（
し
げ
と
き
）
が
２
代
目
の
代
官
と
な
り
、
奔
走
し

た
結
果
、
６
年
後
の
１
６
５
９
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
に
認
め
ら

図 2 天草の国人五人衆時代の勢力図と今に残る主な城跡 
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れ
た
。
こ
の
間
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
領
民
は
収
穫
の
全
部
を

年
貢
に
取
り
立
て
ら
れ
る
状
態
で
あ
り
、
食
う
や
食
わ
ず
の
大
変
な

重
税
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
六
章
２
節
参
照
）。 

以
後
、
重
辰
自
身
は
転
出
す
る
も
、
富
岡
城
は
、
約
７
０
年
間
、

受
け
継
が
れ
た
が
、
戸
田
忠
昌
が
富
岡
藩
の
藩
主
と
し
て
赴
任
し
た

際
に
、
領
民
の
負
担
に
な
る
と
し
て
三
ノ
丸
の
み
を
陣
屋
と
し
て
残

し
つ
つ
、
本
丸
、
二
の
丸
は
破
棄
さ
れ
た
（
１
６
７
０
）。
ま
た
、
島

は
貧
し
く
藩
の
維
持
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
直
轄
で
あ
る

べ
き
と
の
忠
昌
の
主
張
で
富
岡
藩
は
再
び
天
領
に
も
ど
さ
れ
、
三
の

丸
を
代
官
所
と
し
て
用
い
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。 

★ 

島
原
大
変
、
肥
後
迷
惑 

前
述
し
た
よ
う
に
、
乱
が
終
わ
り
、
石
高
問
題
が
解
決
す
る
な
ど

で
、
天
草
も
落
ち
着
い
た
か
に
み
え
た
が
、
今
度
は
島
原
半
島
で
の

雲
仙
の
火
山
に
よ
る
地
震
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
（
１
７
９
２
年
）。
加

え
て
稀
有
な
こ
と
だ
が
、
地
震
で
雲
仙
岳
に
付
随
す
る
眉
山
（
標
高

８
１
９
ｍ
）
に
亀
裂
が
生
じ
、
ま
さ
か
の
山
体
崩
壊
が
あ
り
、
津
波

が
発
生
、
対
岸
の
肥
後
国
を
襲
っ
た
。
有
名
な
言
い
伝
え
「
島
原
大

変
・
肥
後
迷
惑
」
の
出
来
事
で
あ
る
。
高
さ
数
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ

津
波
が
有
明
海
に
面
す
る
肥
後
に
押
し
寄
せ
、
天
草
の
北
部
沿
岸
域

だ
け
で
も
３
４
３
名
の
犠
牲
者
が
出
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
貧
し
い
漁
民
や
農
民
の
家
屋
、

生
活
か
ら
す
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
津
波
に
の
み
込
ま
れ
、
悲
惨
だ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
察
せ
ら

れ
る
。 

い
ま
も
島
の
各
地
に
津
波
の
犠
牲
者
の
供
養
碑
が
残
る
。苓
北
町
富
岡
新
町
寿
覚
院
西
生
庵
境
内
、

天
草
市
五
和
町
鬼
池
・
若
宮
公
園
内
、
天
草
市
有
明
町
赤
崎
の
碑
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
天
草
市
五

和
町
御
領
に
は
津
波
石
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
教
訓
に
と
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
、
天
草
も
明
治
を
迎
え
た
が
、
そ
の
行
政
が
こ
れ
ま
た

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
扱
い
を
受
け
た
。
す
な
わ
ち
、
幕
末
の
肥
後
国
天
草
郡
は
長
崎
奉
行
の
管
轄
下

に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
身
の
長
崎
裁
判
所
か
ら
分
立
し
て
富
岡
県
と
な
り
、
す
ぐ
に
天
草
県
に
名
称

を
変
え
た
。
つ
い
で
、
長
崎
裁
判
所
は
長
崎
府
と
な
り
、
そ
の
配
下
に
戻
さ
れ
た
が
、
明
治
政
府
に

よ
る
廃
藩
置
県
後
は
、
八
代
県
に
編
入
さ
れ
、
さ
ら
に
白
川
県
と
合
併
し
、
熊
本
県
と
な
っ
た
。 

そ
し
て
、
戦
後
の
昭
和
の
大
合
併
や
平
成
の
合
併
を
経
て
漸
く
今
日
の
市
町
村
体
制
、
天
草
市
、

上
天
草
市
お
よ
び
苓
北
町
の
２
市
１
町
と
な
り
、
落
ち
着
い
た
。
な
お
、
こ
の
間
の
１
９
９
０
年
に
、

雲
仙
普
賢
岳
が
１
９
８
年
ぶ
り
に
噴
火
し
た
。
そ
の
際
、

１
７
９
２
年
の
災
難
を
思
い
起
こ
し
、
心
配
す
る
向
き

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
杞
憂
に
済
ん
だ
こ
と
は

幸
い
で
あ
る
。 

要
す
る
に
、
天
草
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
風
光
明

媚
だ
が
決
し
て
平
穏
無
事
で
は
な
か
っ
た
。
幾
度
も
の

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
島
内
の
権
力
闘
争
、
周
辺
諸
藩

の
武
力
介
入
、
厳
し
い
年
貢
の
取
立
て
、
キ
リ
シ
タ
ン

弾
圧
な
ど
。
長
い
間
も
が
き
に
も
が
き
、
歴
史
の
中
で

翻
弄
さ
れ
続
け
た
。
夏
目
漱
石
は
、
熊
本
市
西
区
河
内

町
の
野
出
峠
で
、 

「
天
草
の 

後
ろ
に 

寒
き 

入
日
か
な
」 

と
詠
ん
で
い
る
。
勝
手
な
解
釈
だ
が
、
前
述
の
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
と
思
い
合
わ
せ
る
と
、
数
奇
な
運
命
を
た

ど
っ
た
昔
日
の
天
草
へ
の
思
い
や
り
と
み
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。 

 

天
草
が
、
現
在
の
よ
う
な
観
光
地
と
し
て
広
く
注
目

さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
１
９
５
６
年
、
雲
仙
国
立
公

園
に
編
入
さ
れ
、「
雲
仙
天
草
国
立
公
園
」
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
１
９
６
６
年
に
、
悲
願
で
あ
っ
た
天
草
五
橋
⑩
が
完
成
し
て
か
ら
で
あ
る
。 

橋
か
ら
橋
と
宇
土
半
島
か
ら
牛
深
ま
で
の
道
が
つ
な
が
り
、
折
か
ら
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
橋
建
設
費
の
償
還
期
間
３
９
年
は

わ
ず
か
９
年
で
完
了
し
た
ほ
ど
だ
が
、
こ
う
し
た
内
外
に
広
が
る
交
流
社
会
の
形
成
こ
そ
が
天
草
に

と
っ
て
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
は
こ
の
点
に
着
目
し
、
自
然
の
景
勝
地
、
歴
史

遺
産
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
の
、
島
の
人
達
に
よ
る
ま
ご
こ
ろ
と
も
て
な
し
の
活
動
と
し
て
構
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
地
方
創
生
へ
の
道
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
〝
天
草
〟
に
つ
い
て
、
天
草
上
島
な
ど
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
単
独
に
冠
し
た
島
名
は
な
い
。

こ
れ
は
阿
蘇
山
や
九
重
連
山
に
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
文
の
対
象
地
域
で
あ
る
熊
本
県
下
の
天

草
諸
島
に
つ
い
て
、
以
降
は
そ
の
地
域
名
と
し
て
〝
天
草
〟
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。 

「
天
草
の 
松
島
こ
こ
に
浮
か
ぶ
な
り 

西
海
の
い
ろ 

む
ら
さ
き
に
し
て
」 

（
与
謝
野
晶
子
、
上
天
草
市
松
島
町
合
津
） 

同
じ
歌
の
中
に
西
海
、
天
草
、
松
島
の
使
い
分
け
が
あ
る
。
天
草
を
よ
く
知
る
与
謝
野
晶
子
だ
か
ら

図 3 天草の主な道路と航路 
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こ
そ
の
歌
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
中
の
天
草
は
本
文
に
通
じ
る
意
味
を
も
つ
。 

二 
ア
ク
セ
ス
と
島
内
の
交
通 

 

１ 

天
草
へ
い
ざ
な
う
多
彩
な
交
通
手
段 

 

★ 

九
州
本
土
と
変
わ
り
な
い
陸
海
空
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
な
天
草
へ
の
道 

 

と
こ
ろ
で
、
天
草
へ
出
か
け
る
に
は
、
地
理
的
条
件
か
ら
、
域
外
と
の
往
来
は
道
路
網
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
島
内
に
天
草
空
港
が
あ
る
。
隣
接
し
た
地
域
と
の
つ
な
が
り

で
九
州
新
幹
線
や
九
州
自
動
車
道
が
利
用
で
き
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
陸
、
海
、
空
に
わ
た
る
幾
通
り

も
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
り
、
島
に
し
て
は
大
変
便
利
で
、
広
く
国
内
外
の
諸
地
域
と
結
ば
れ
て

い
る
（
図
３
参
照
）。 

 

天
草
市
五
和
町
の
天
草
空
港
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
本
渡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
わ
ず
か
１
５
分

の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
福
岡
か
ら
１
日
３
往
復
が
あ
り
、
所
要
時
間
は
３
５
分
。
熊
本
・
大
阪
か
ら
は

１
往
復
／
日
で
、
熊
本
・
天
草
間
は
２
０
分
で
あ
る
。
小
回
り
が
利
く
小
型
機
で
、
福
岡
、
熊
本
の

市
内
交
通
と
変
わ
り
な
い
移
動
時
間
で
あ
り
、
ま
さ
に
一
飛
び
の
距
離
で
あ
る
。 

 

一
方
、
九
州
新
幹
線
を
熊
本
駅
で
降
り
る
と
、
愛
称
「
あ
ま
く
さ
み
す
み
線
」（
三
角
線
）
が
接
続

し
て
い
る
。
普
通
列
車
が
１
時
間
に
一
本
程
度
運
行
さ
れ
、
宇
土
半
島
の
先
端
三
角
駅
⑥
ま
で
約
１

時
間
で
た
ど
り
つ
く
。
特
に
、
土
日
・
祝
日
を
中
心
に
、
人
気
の
特
急
列
車
〝
Ａ
列
車
で
行
こ
う
〟

が
あ
り
、
人
気
で
あ
る
。
Ａ
‐
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ 

Ｂ
ａ
ｒ
で
、
ド
リ
ン
ク
片
手
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
、

ま
た
、
有
明
海
の
織
物
と
も
見
間
違
え
る
干
潟
模
様
を
眺
め
て
の
贅
沢
な
九
州
ウ
ェ
ス
タ
ン
の
旅
が

待
ち
受
け
て
い
る
。
終
着
・
三
角
駅
で
は
、
目
の
前
の
三
角
港
か
ら
天
草
宝
島
ラ
イ
ン
の
シ
ー
ク
ル

ー
ズ
⑦
が
接
続
。
天
草
五
橋
や
松
島
の
美
し
い
景
観
を
眺
め
て
の
、
松
島
、
本
渡
へ
の
快
適
な
船
旅

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
む
ろ
ん
、
天
候
が
悪
く
て
も
慌
て
る
こ
と
は
な
い
。
船
に
代
る
路
線
バ

ス
が
あ
り
安
心
で
あ
る
。 

 

車
は
、
福
岡
、
熊
本
か
ら
九
州
自
動
車
道
の
御
船
や
松
橋
（
ま
つ
ば
せ
）
イ
ン
タ
ー
を
経
由
し
、

国
道
５
７
号
ま
た
は
２
６
６
号
で
三
角
へ
。
さ
ら
に
大
矢
野
島
、
松
島
、
本
渡
へ
と
進
め
ば
、
一
部

を
除
い
て
天
草
の
各
有
人
島
に
そ
の
ま
ま
渡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
様
の
区
間
を
高
速
バ
ス
が
走

っ
て
い
る
。
超
快
速
、
快
速
の
「
あ
ま
く
さ
号
」、
ま
た
は
そ
の
乗
り
継
ぎ
だ
が
、
詳
細
は
、
福
岡
市
・

天
神
お
よ
び
博
多
の
両
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
市
の
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
（
０
９
６-

３
２
５-

０
１

０
０
）、
天
草
市
の
本
渡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
（
０
９
６
９
―
２
２
ー
５
２
３
４
）
に
問
い
合
わ
せ
る
と
よ

い
。 船

旅
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
三
角
港
～
松
島
・
本
渡
港
の
他
に
、
さ
ら
に
３
つ
の
航
路
が
あ
げ
ら

れ
る
（
図
３
お
よ
び
表
２
下
段
）。
一
つ
は
、
島
原
半
島
の
南
島
原
市
口
之
津
港
か
ら
天
草
下
島
の
鬼

池
港
ま
で
片
道
約
３
０
分
の
島
鉄
フ
ェ
リ
ー
で
あ
る
。
そ
し
て
２
つ
目
は
、

長
崎
市
の
茂
木
港
と
富
岡
港
と
の
間
の
高
速
船
（
苓
北
観
光
汽
船
）
で
あ

り
、
１
日
４
往
復
、
４
５
分
で
結
ば
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
３
つ
目
は
、
天
草
下
島
の
南
端
・
牛
深
港
と
鹿
児
島
県
の
長

島
町
・
蔵
之
元
港
と
の
間
で
、
１
日
１
０
往
復
の
フ
ェ
リ
ー
が
あ
る
。
蔵

之
元
港
と
九
州
新
幹
線
出
水
駅
と
の
間
は
、
出
水
・
天
草
ロ
マ
ン
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
（
６
５
分
、
５
往
復
）
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
各
交
通
手
段
の
充
実
か
ら
、
天
草
の
交
通
環
境
は
、
島
と
は

い
え
、
九
州
本
土
の
諸
地
と
変
わ
り
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
以
上
の
多
彩

な
ア
ク
セ
ス
手
段
お
よ
び
ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
。
マ
イ
カ
ー
や
レ
ン
タ

カ
ー
は
い
う
に
及
ば
ず
、
九
州
新
幹
線
、
あ
ま
く
さ
み
す
み
線
の
「
Ａ
列

車
で
行
こ
う
」
や
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
、
高
速
船
「
シ
ー
ク
ル
ー
ズ
」、
高

速
バ
ス
「
あ
ま
く
さ
号
」、
出
水
か
ら
の
ロ
マ
ン
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等
々
。
特

色
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
公
共
交
通
機
関
が
そ
ろ
い
踏
み
で
あ
る
。
５
つ
も
、

６
つ
も
交
通
手
段
を
変
え
な
が
ら
の
旅
は
そ
れ
自
体
様
々
な
車
窓
を
提
供

す
る
風
景
街
道
で
も
あ
る
。 

⑧ 特別記念物”出水の鶴”（越冬：10 月中旬～3 月） 

⑥ 天草への玄関・ＪＲ三角線三角駅（国道 266号沿い） 

⑦ シークルーズ(三角～松島～本渡) 
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★ 
世
界
遺
産
「
三
角
西
（
旧
）
港
」
と
特
別
天
然
記
念
物
「
出
水
の
鶴
」
に
い
ざ
な
わ
れ
る
天
草 

天
草
へ
の
南
お
よ
び
北
の
玄
関
口
が
ま
た
豪
華
で
あ
る
。南
の
玄
関
と
い
え
る
出
水（
鹿
児
島
県
）

は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
・
鶴
の
渡
来
地
⑧
で
あ
る
。
シ
ベ
リ
ア
の
北
方
か
ら
ナ
ベ
ヅ
ル
を
は
じ

め
、
マ
ナ
ヅ
ル
、
ク
ロ
ヅ
ル
な
ど
１
万
羽
を
超
え
る
鶴
が
、
天
草
、
長
島
、
出
水
の
ル
ー
ト
で
、
越

冬
の
た
め
飛
来
す
る
。 

他
方
、
北
の
入
り
口
は
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
の

一
翼
を
担
う
明
治
の
港
〝
三
角
西
（
旧
）
港
〟
⑨
が
あ
る
。 

〝
特
別
記
念
物
・
出
水
の
鶴
飛
来
地
〟
と
〝
世
界
文
化
遺
産
の
三
角
西
港
〟
。
天
草
は
自
然
と
文

化
の
香
り
が
高
い
表
玄
関
を
２
つ
も
持
つ
。
そ
し
て
、
そ
の
間
に
多
様
で
便
利
な
勝
手
口
と
も
い
え

る
前
述
の
空
、
海
の
諸
港
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
い
ざ
な
う
「
天
草
へ
の
道
」
は
、
ア
ク
セ
ス
そ
の
も

の
が
ま
た
風
景
街
道
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
天
草
が
九
州
西
海
岸
の
中
央
に
位
置
し
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
直
接
面
し
、
早
い
段
階
か
ら
世
界
と
繋
が
る
南
蛮
貿
易
や
文
明
を
受
け
入
れ
る

中
継
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

天
草
の
西
高
浜
の
し
ろ
き
磯 

江
蘇
省
よ
り
秋
風
ぞ
ふ
く 

（
与
謝
野
晶
子
） 

江
蘇
省
は
、天
草
と
同
じ
緯
度
を
な
す
長
江
河
口
の
地
方
で
あ
り
、そ
の
南
は
上
海
市
が
隣
接
す
る
。 

２ 

島
々
を
周
回
す
る
主
要
道
路
網 

 

天
草
下
島
、
天
草
上
島
、
大
矢
野
島
が
天
草
を
構
成
す
る
主
要
３
島
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
そ
の
周

辺
の
１
０
を
超
え
る
島
々
が
、
い
ま
や
橋
々
で
宇
土
半
島
と
も
や
い
船
の
よ
う
に
と
繋
が
れ
、
道
路

網
を
形
成
し
て
い
る
。 

図
３
に
そ
の
道
路
網
の
概
況
を
示
す
。
国
道
２
６
６
号
、
３
２
４
号
、
３
８
９
号
が
あ
る
。
こ
れ

ら
が
部
分
的
に
重
な
り
な
が
ら
も
島
々
に
行
き
わ
た
る
か
の
よ
う
に
周
回
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
は
国
道
２
６
６
号
だ
が
、
熊
本
市
か
ら
八
代
海
を
見
な
が
ら
宇
土
半
島
へ
。
そ
し
て
、
天
草

五
橋
⑩
を
経
由
し
、
天
草
上
島
の
東
、
南
の
海
岸
を
周
回
し
て
天
草
瀬
戸
大
橋
に
至
り
、
そ
こ
か
ら

天
草
下
島
を
縦
断
し
、
牛
深
に
至
る
。
つ
ま
り
、
天
草
の
主
要
３
島
を
縦
断
す
る
幹
線
道
路
で
あ
る
。 

一
方
、
国
道
３
２
４
号
は
、
長
崎
市
の
中
心
か
ら
茂
木
港
を
経
て
富
岡
港
に
渡
り
、
さ
ら
に
苓
北

町
、
天
草
下
島
、
上
島
の
北
岸
を
通
過
。
天
草
五
橋
か
ら
は
国
道
２
６
６
号
と
重
複
し
、
そ
れ
を
渡

り
終
え
る
と
宇
城
市
三
角
町
の
五
橋
交
差
点
に
行
き
着
く
。
こ
の
交
差
点
で
左
右
に
折
れ
れ
ば
各
々

近
接
し
た
と
こ
ろ
に
三
角
西
港
、
三
角
東
港
（
現
代
の
三
角
港
）
が
あ
る
。 

国
道
３
８
９
号
も
海
上
国
道
で
あ
る
。福
岡
県
大
牟
田
市
か
ら
玉
名
市
を
経
て
島
原
半
島
に
渡
り
、

口
之
津
港
か
ら
再
び
海
を
渡
り
鬼
池
港
（
天
草
市
）
に
上
陸
。
天
草
下
島
の
西
海
岸
を
南
下
し
て
牛

深
に
抜
け
る
と
鹿
児
島
県
の
長
島
町
に
至
る
。
ち
な
み
に
終
点
は
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
渡
っ
た
先
の
阿

久
根
市
で
あ
る
。 

以
上
の
他
に
、
国
道
５
７
号
が
宇
土
半
島
の
有
明
海
よ
り
を
通
過
。
熊
本
市
方
面
か
ら
三
角
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
路
と
し
て
、
国
道
２
６
６
号
と
対
を
成
す
よ
う
に
半
島
の
海
岸
域
を
通
過
し
、
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。前
述
し
た
世
界
文
化
遺
産
・
三
角
西
港
は
こ
の
国
道
５
７
号
線
沿
い
に
あ
り
、

整
備
も
行
き
届
き
、
恰
好
の
寄
り
道
と
し
て
見
逃
し
に
で
き
な
い
。 

 

結
局
、
５
７
号
を
含
め
、
国
道
４
路
線
が
天
草
の
内
・
外
を
結
び
つ
け
、
周
回
す
る
重
要
な
道
路

⑨ 世界文化遺産・三角西港 (国道 57号沿い） 
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で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
結
び
つ
く
航
路
と
橋
々
（
次
節
）
が
あ
り
、
天
草
の
島
々

を
多
様
な
ル
ー
ト
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

島
内
の
各
地
へ
は
、
こ
れ
ら
国
道
に
加
え
主
要
地
方
道
（
県
道
）
が
補
完
し
て
い
る
。

ま
た
、熊
本
・
天
草
間
に
は
地
域
高
規
格
道
路
が
建
設
中
で
、一
部
区
間(

松
島
有
明
道
路
、

松
島
有
料
道
路)
⑫
は
既
に
開
通
済
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
天
草
上
島
の
中
央
部
、

下
島
の
北
部
に
２
本
の
広
域
農
道
が
あ
り
、
利
便
性
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
（
図
３
の

点
線
）。 

こ
う
し
た
島
内
外
を
つ
な
ぐ
道
路
網
の
充
実
ぶ
り
か
ら
、
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
を
車
で

周
回
す
る
こ
と
は
、
一
部
の
山
道
や
末
端
の
細
街
路
、
お
よ
び
道
幅
が
狭
く
慎
重
な
す
れ

違
い
が
求
め
ら
れ
る
ト
ン
ネ
ル
や
橋
の
区
間
さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
問
題
は
な
い
。
む
し
ろ

橋
を
渡
る
ご
と
に
、
有
明
海
、
八
代
海
、
天
草
灘
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
海
洋
景
観
が

眺
望
さ
れ
、
飽
き
る
こ
と
の
な
い
開
放
的
な
ド
ラ
イ
ブ
が
で
き
興
味
が
そ
そ
ら
れ
よ
う
。 

３ 

舫
い
船
の
よ
う
に
島
々
を
繋
ぐ
天
草
の
長
大
橋 

島
の
人
々
に
と
り
橋
を
架
け
る
こ
と
は
果
て
し
な
い
夢
で
あ
る
が
、
戦
後
の
１
９
５
３

年
の
離
島
振
興
法
の
成
立
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
た
。
こ
こ
天
草
も

同
法
の
指
定
地
域
と
な
り
、
天
草
架
橋
発
展
期
成
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
努
力
を
経
て
１

９
６
２
年
に
起
工
さ
れ
、
１
９
６
６
年
、
念
願
の
天
草
五
橋
⑩
が
完
成
し
た
。 

ま
た
、
そ
れ
ら
以
外
の
天
草
の
主
な
長
大
橋
の
整
備
状
況
を
表
１
に
示
す
。
１
９
７
０

年
代
に
天
草
瀬
戸
大
橋
な
ど
多
く
の
橋
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
る
で
様
々
な
タ
イ
プ
の
橋
を

陳
列
す
る
か
の
よ
う
に
、
ア
ー
チ
、
箱
桁
、
ト
ラ
ス
、
吊
橋
と
並
ぶ
が
、
最
長
は
牛
深
ハ

イ
ヤ
大
橋
㊷
の
８
８
３
ｍ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
整
備

に
伴
い
幾
つ
か
の
長
大
橋
が
追
加
さ
れ
、
ま
た
天
門
橋
⑩
の
す
ぐ
横
に
三
角
大
矢
野
道
路

の
一
部
と
し
て
天
城
橋
（
て
ん
じ
ょ
う
き
ょ
う
）
が
完
成
し
、
加
え
て
天
草
上
島
と
下
島

と
を
結
ぶ
２
つ
目
の
長
大
な
橋
・
新
天
草
瀬
戸
大
橋
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

ち
な
み
に
、
天
草
の
各
島
へ
の
経
路
に
つ
い
て
、
宇
土
半
島
の
三
角
か
ら
海
を
渡
り
繋

が
る
橋
の
数
は
、
新
天
草
瀬
戸
大
橋
の
建
設
を
加
え
て
も
、
桶
島
、
通
詞
島
お
よ
び
下
須

島
が
最
大
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
い
ず
れ
も
７
つ
を
数
え
る
。
こ
れ
は
、
苦
労
し

な
が
ら
も
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
島
か
ら
島
へ
と
橋
を
建
設
し
な
が
ら
、
舫
い
船
の
よ

う
に
繋
い
で
き
た
結
果
で
あ
る
。
島
民
に
と
っ
て
、
今
に
し
て
振
り
返
れ
ば
、
よ
く
ぞ
こ

こ
ま
で
と
様
々
な
苦
労
が
思
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
上
で
の
島
民
の
願
い
は
、
過
去
の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
島
々
の
活
動
を
活
発
化
さ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
努
力
を
踏
ま
え
つ
つ
、
風
景
街
道
を
提
唱
し
、
天
空
、
海
お
よ
び

⑩ 様々なタイプの天草五橋（天草パールライン） 

1 天門橋 鋼、トラス橋 502 3 300 1966 土木学会田中賞

天城橋 鋼PC複合アーチ橋 463 5 264 2018 アーチ支間350m
2 大矢野橋 鋼、ランガ―トラス橋 249 3 156 1966
3 中の橋 PC、箱桁橋 361 3 160 1966
4 前島橋 PC、箱桁橋 510 5 146 1966
5 松島橋 鋼、パイプアーチ橋 178 3 126 1966

橋の名称 形 式 完成年 備 考
最大径
間長m

径間
数

全長

m
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太
陽
が
一
点
に
会
す
る
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
を
組
み
立
て
、
国
内
外
諸
地

域
か
ら
の
来
訪
を
待
っ
て
い
る
。 

 ４ 

船
旅
を
楽
し
む
波
静
か
な
海
の
路 

  

架
橋
の
夢
が
実
現
し
た
と
は
い
え
、
完
全
で
は
な
く
、
船
旅
に
よ
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
と
の
関
係
で
有
用
と
思

え
る
定
期
航
路
を
図
３
に
点
線
で
示
す
。
全
て
で
な
く
天
草
の
回
遊
を
主

に
す
れ
ば
、
御
所
浦
島
へ
の
航
路
と
し
て
、
御
所
浦
港
と
本
渡
港
（
天
草

市
港
町
）、
棚
底
港
（
天
草
市
倉
岳
町
）
を
結
ぶ
も
の
が
利
用
で
き
る
。
ま

た
、
基
幹
で
あ
り
、
観
光
航
路
と
も
い
え
る
三
角
～
松
島
前
島
～
本
渡
の

各
港
を
結
ぶ
航
路
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
波
静
か
な
有
明
海
、
八
代

海
の
船
旅
で
、
日
常
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
。
警
笛
の
音
と

と
も
に
岸
壁
を
離
れ
る
と
き
、
海
に
浮
か
ぶ
島
が
折
り
重
な
る
よ
う
に
見

え
る
中
で
、
い
い
よ
う
も
な
い
感
動
を
覚
え
、
島
を
離
れ
る
別
れ
と
、
島

陰
に
繋
が
る
藍
よ
り
青
い
海
へ
の
期
待
が
混
じ
り
合
う
思
い
で
あ
る
。 

と
は
い
え
、
交
通
手
段
と
し
て
み
る
と
、
航
路
に
よ
っ
て
は
便
数
が
必

ず
し
も
十
分
で
な
い
。
ま
た
、
旅
客
船
か
フ
ェ
リ
ー
か
、
途
中
の
寄
港
の

有
無
、
季
節
や
曜
日
に
よ
る
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
違
い
が
あ
り
、
時
に

は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
運
航
中
止
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
島
々
を
巡
る
回
遊
ル
ー
ト
を
計
画
す
る

と
き
、
具
体
的
に
は
港
や
運
航
会
社
に
事
前
に
問
い
合
わ
せ
（
表
２
）、
時
を
計
っ
て
の
船
旅
の
計
画

も
大
切
で
、
そ
れ
も
ま
た
旅
の
楽
し
み
で
あ
ろ
う
。 

 

―
― 

「
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
」
と
は 

―
―
― 

三 

陸
、
海
を
行
く
「
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
」 

 

話
は
変
わ
る
が
、
明
治
末
期
の
１
９
０
７
年
、
与
謝
野
寛(

鉄
幹)

と
若
い
文
学
青
年
４
人(

北
原
白

秋
、
木
下
杢
太
郎
、
吉
井
勇
、
平
野
万
里)

が
九
州
を
旅
し
た
。
そ
の
と
き
の
文
学
作
品
が
「
五
足
の

靴
」
で
あ
る
。
当
時
の
汽
車
、
鉄
道
馬
車
、
汽
船
、
乗
合
馬
車
を
乗
り
継
ぎ
、
福
岡
、
柳
川
、
唐
津
、

平
戸
、
佐
世
保
を
経
て
長
崎
へ
。
そ
し
て
茂
木
港
か
ら
苓
北
町
の
富
岡
港
に
渡
り
、
富
岡
か
ら
大
江

ま
で
の
３
２
㎞
の
道
を
歩
い
て
い
る
。
図
１
に
示
す
天
草
下
島
の
緑
色
実
線
の
区
間
だ
が
、
そ
の
際

の
寄
稿
文
が
、
東
京
二
六
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。 

「
富
岡
よ
り
八
里
の
道
を
大
江
に
向
か
ふ
。
難
道
だ
と
聞
い
た
。
天
草
島
の
西
海
岸
を
北
よ
り
南

へ
、
外
海
の
波
が
噛
み
つ
く
が
り
が
り
の
石
多
き
径
に
足
を
悩
ま
し
つ
つ
行
く
の
で
あ
る
。
土
地
痩

せ
た
る
天
草
の
島
は
稲
生
を
作
る
の
に
適
せ
ぬ
、
山
の
半
腹
の
余
裕
な
き
余
裕
を
求
め
て
甘
藷
（
か

ん
し
ょ
）
を
植
ゑ
る
。
島
民
は
三
食
と
も
甘
藷
を
食
ふ
」。 

天
草
諸
島
は
、
明
治
に
な
っ
て
も
苦
難
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
、
国
道
は
酷
道
、
県
道
は
険
道
で
あ
り
、

甘
藷
で
飢
え
を
し
の
ぐ
暮
ら
し
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
も
５
人
が
わ
ざ
わ
ざ
天
草
を
訪
れ
た

目
的
は
、
大
江
教
会
の
司
祭
ガ
ル
ニ
エ
神
父
㉑
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
海
を
渡
り
、
が
り

が
り
の
径
⑪
を
歩
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
敬
愛
す
る
神
父
に
会
え
、
そ
の
信
仰
や
苦
労
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
南
蛮
文
学
を
切
り
開
く
道
が
成
就
し
た
。 

そ
の
後
一
行
は
、
大
江
か
ら
汽
船
で
﨑
津
、
魚
貫
（
お
に
き
）、
三
角
を
経
て
島
原
へ
。
そ
し
て
長

洲
（
な
が
す
）、
熊
本
、
阿
蘇
。
さ
ら
に
、
白
秋
の
生
家
・
柳
川
に
逗
留
し
、
東
京
に
戻
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
新
た
な
文
学
の
道
を
切
り
開
い
た
。 

あ
ま
く
さ
風
景
街
道
は
、
熊
本
県
の
天
草
市
、
上
天
草
市
、
苓
北
町
の
２
市
１
町
の
官
民
の
パ
ー

表 2 天草の主な航路と問合せ先電話番号 
運航会社 航路

天草宝島ライン 本渡―松島―三角(宇城市) シークルーズ 0969-56-2458
湯島商船 湯島―江樋戸(大矢野島) 昭和丸 0964-56-4060

菊盛丸 0964-56-4063
山畑運輸 倉岳―御所浦―小屋河内(上天草市龍ヶ岳町) 0969-64-3306
共同フェリー 龍ヶ岳―御所浦 0969-67-3305

倉岳―御所浦 〃

天草観光汽船 倉岳―御所浦―本渡 0969-58-2021
栄汽船 御所浦―本渡 0969-67-3011
島鉄フェリー 鬼池―口之津(南島原市） 鬼池港 0969-32-1727
苓北観光汽船 富岡―茂木(長崎市） 富岡港 0969-35-0705
天長フェリー 中田―片側、諸浦(長島町) 中田港 0969-42-2232

中田―諸浦(長島町) 〃

三和商船 牛深―蔵之元(長島町） 牛深港 0969-72-3807
注)赤字はあまくさ風景街道区域外の港

問合せ先

形式 全長 m 径間数 最大径間長 完成年 備考

PC、ラーメン橋 295 1980 大矢野島～野釜島

鋼、2連ランガー桁橋 238 1974 大矢野島～野牛島

鋼、吊橋 380 264m 1975 大矢野・野牛島～維和島

鋼、吊橋 291 1972 天草上島～樋島

桁橋 703 1974 3代目。取付部はループ

鋼ランガー桁 184 3 1975 天草下島～通詞島

鋼、箱桁橋 883 7 1997 臨港連絡橋,土木学会田中賞

熊本天草幹線道路（松島有明道路)
倉江大橋 2007 倉江川

楠浦大橋 PCと鋼の混合橋 635 2007 楠浦川

橋の名称

西大維島

東大維島

野釜大橋

樋島大橋

通詞大橋

牛深ハイヤ大橋

天草瀬戸大橋

表１ 天草五橋以外の長大橋 

⑪「五足の靴」が歩いた〝がりがりの道〝（階段先の山道） 
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ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
活
動
で
あ
る
。
九
州
に
あ
っ
て
、
島
の
み
を
つ
な
い
で
１
つ
の

風
景
街
道
に
し
た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。「
五
足
の
靴
」
が
た
ど
っ
た
コ
ー
ス
は
、
本
風

景
街
道
の
西
海
岸
を
歩
い
た
も
の
で
あ
り
、
大
江
か
ら
の
船
に
よ
る
牛
深
や
八
代
海
や

有
明
海
の
船
旅
も
含
め
て
２
市
１
町
を
巡
る
本
風
景
街
道
の
原
形
を
な
す
。
い
わ
ば
元

祖
・
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
で
あ
る
。 

天
草
の
道
か
ら
南
蛮
文
学
が
開
花
し
た
よ
う
に
、「
外
海
の
波
が
噛
み
つ
く
が
り
が
り

の
石
多
き
径
」
は
、
い
ま
で
は
藍
よ
り
青
い
海
と
夕
陽
で
む
ら
さ
き
に
染
ま
る
自
然
豊

か
な
風
景
の
道
、
文
化
の
道
、
ビ
ッ
グ
な
歴
史
の
道
、
暮
ら
し
の
道
へ
と
変
身
し
た
。

戦
後
で
は
あ
る
が
、
島
を
周
回
す
る
国
道
⑭
が
整
備
さ
れ
、
路
傍
の
花
壇
に
は
島
の
人

達
に
よ
る
手
入
れ
の
い
き
届
い
た
花
が
、
訪
れ
る
人
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
咲
き
誇

っ
て
い
る
。 

「
三
食
と
も
甘
藷
食
ら
う
」
ど
こ
ろ
か
、
豊
富
な
海
や
山
の
幸
を
堪
能
す
る
食
の
道

で
あ
る
。
対
馬
海
流
流
れ
る
天
草
灘
、
漁
火
浮
か
ぶ
八
代
海
（
不
知
火
海
）、
わ
が
国
最

大
規
模
の
干
潟
有
明
海
と
、三
者
三
様
の
海
か
ら
の
め
ぐ
み
、そ
の
意
味
で
の
三
食（
色
）

の
漁
が
目
白
押
し
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
彩
な
海
に
出
あ
え
る
と
こ
ろ
が
他
に
あ
る
だ

ろ
う
か
。
自
然
と
直
に
向
き
合
い
な
が
ら
人
の
営
み
が
織
り
な
す
過
去
と
現
代
文
明
の

道
を
た
ど
る
か
ら
こ
そ
の
「
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
重
要
テ

ー
マ
が
次
章
に
述
べ
る
天
草
島
原
の
乱
と
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
る
。 

 １ 

４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
る
あ
ま
く
さ
風
景
街
道 

 

島
と
は
い
っ
て
も
、
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
を
１
日
で
巡
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
自
然
と
文
化
、

歴
史
の
薫
り
高
き
表
玄
関
に
始
ま
る
本
風
景
街
道
を
行
く
に
は
、あ
る
程
度
の
日
時
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
流
出
入
箇
所
が
分
散
す
る
島
か
ら
島
へ
の
回
遊
で
あ
り
、
船
も
と
な
る
と
運
航
時
間
が
限
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
風
景
街
道
地
域
を
い
く
つ
か
に
分
割
し
、
無
理
せ
ず
、
繰
り

返
し
訪
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い
。 

 

前
章
に
紹
介
し
た
道
路
網
や
空
、
海
の
航
路
網
、
そ
し
て
地
域
資
源
の
多
彩
な
展
開
を
踏
ま
え
る

と
、
本
地
域
は
大
ま
か
に
４
つ
に
区
分
で
き
る
（
図
４
）。
大
矢
野
島
・
天
草
上
島
（
以
下
、
上
島
と

略
す
）、
天
草
下
島
北
部
（
下
島
北
部
）、
天
草
下
島
南
部
（
下
島
南
部
）、
お
よ
び
御
所
浦
島
で
あ
り
、

各
々
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 

➀
大
矢
野
・
上
島 

三
角
西
港
、
東
港
を
含
め
、
大
矢
野
・
上
島
地
区
は
上
天
草
市
と
そ
の
周
辺
地

域
で
あ
る
。
図
２
の
天
草
五
人
衆
で
い
え
ば
、
大
矢
野
、
上
津
浦
、
栖
本
各
氏
が
治
め
た
地
域
で
あ

る
。
中
央
に
八
代
海
と
有
明
海
が
つ
な
が
る
景
勝
地
・
天
草
松
島
②
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
天
草
パ
ー

ル
ラ
イ
ン
の
要
で
あ
る
天
草
五
橋
➀
、
⑩
が
架
か
り
、
ま
る
で
島
々
が
橋
で
縫
い
合
わ
さ
れ
る
か
の

よ
う
な
光
景
が
展
開
す
る
点
で
特
色
が
あ
る
。 

➁
下
島
北
部 

天
草
市
の
中
心
市
街
地
・
本
渡
か
ら
苓
北
町
に
至
る
一
帯
が
天
草
下
島
の
北
部
地
区

で
あ
る
。
海
岸
沿
い
の
国
道
３
２
４
号
を
走
る
と
、
早
崎
瀬
戸
を
挟
ん
で
、
対
岸
の
島
原
半
島
口
之

津
港
と
向
き
合
い
、
戦
国
時
代
に
は
天
草
氏
、
志
岐
氏
が
し
の
ぎ
を
削
っ
た
地
域
で
あ
る
が
、
江
戸

時
代
に
は
天
草
島
原
の
乱
や
、
そ
の
後
の
天
領
天
草
の
指
令
塔
に
な
っ
た
富
岡
城
㉘
が
存
在
し
た
区

域
で
あ
る
。 

➂
下
島
南
部 

天
草
市
の
南
部
は
、
戦
国
時
代
に
は
天
草
最
大
の
地
頭
・
天
草
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、

河
内
浦
城
、
高
浜
城
、
久
玉
城
、
大
江
城
な
ど
と
一
門
の
城
が
多
く
築
か
れ
た
。
景
勝
地
③
や
夕
陽

を
望
む
箇
所
㉙
が
実
に
多
く
、
ま
た
南
蛮
文
化
の
花
が
咲
い
た
郷
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
西
海
岸
か

ら
さ
ら
に
西
を
望
め
ば
、
見
渡
す
限
り
の
海
原
が
あ
り
、
水
平
線
以
外
に
遮
る
も
の
は
な
く
、
中
国
・

江
蘇
省
へ
一
直
線
で
あ
る
。 

➃
御
所
浦 

以
上
は
い
ず
れ
も
橋
で
つ
な
が
る
地
区
だ
が
、
そ
れ
ら
と
直
接
つ
な
が
ら
な
い
の
が
御

所
浦
島
地
区
で
あ
る
。
八
千
～
１
億
万
年
前
と
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
古
い
時
代
の
地
層
か
ら
恐
竜

図４ ４ブロックに分割される〝あまくさ風景街道〟 

⑫ 岩山を突き抜ける松島有料道路 
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や
貝
の
化
石
㉜
が
多
数
発
見
さ
れ
た
珍
し
い
ジ
オ
パ
ー
ク
の
島
々
か
ら

な
る
。
本
地
区
の
島
に
渡
る
に
は
三
角
、
本
渡
、
棚
底
、
大
道
の
各
港

か
ら
の
定
期
航
路(

表
２)

お
よ
び
海
上
タ
ク
シ
ー
が
あ
る
。 

 

要
す
る
に
、そ
れ
ぞ
れ
で
趣
を
異
に
す
る
４
つ
の
風
景
地
区
が
あ
る
。

例
え
れ
ば
、
天
草
上
島
が
玄
関
の
間
、
下
島
北
部
が
応
接
の
間
、
下
島

南
部
が
奥
座
敷
、
そ
し
て
御
所
浦
が
離
れ
の
間
で
あ
り
、
一
つ
に
繋
が

る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
４
地
区
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
異
な
る
風
習
や
地
域
資
源
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を

眺
め
つ
つ
、人
懐
っ
こ
い
島
人
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
こ
そ
が
、

あ
ま
く
さ
の
風
景
で
あ
り
、
神
髄
で
あ
る
。
躍
動
と
癒
し
の
道
。
老
い

も
若
き
も
、
子
連
れ
も
友
達
同
士
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
と
ス
タ
イ
ル

で
天
草
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
が
で
き
、
島
歩
き
や
オ
ル
レ
が
堪
能
で

き
る
。 

 ２ 

あ
ま
く
さ
風
景
街
道
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
を
一

走
り
す
れ
ば 

  

あ
ま
く
さ
風
景
街
道
は
、
天
草
地
域
を
対
象
と
し
、
前
章
に
述
べ
た
交
通
網
の
中
で
、
主
と
し
て

図
４
に
示
す
赤
線
の
道
路
を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
す
る
沿
線
地
域
で
あ
る
。
大
矢
野
島
、
天
草
上
島
、

天
草
下
島
の
有
明
海
よ
り
を
周
回
し
、
下
島
の
西
海
岸
を
南
下
、
牛
深
の
先
端
・
下
須
島
に
至
る
ル

ー
ト
で
あ
る
。
国
道
２
６
６
号
、
３
２
４
号
、
３
８
９
号
、
そ
し
て
南
部
で
２
６
６
号
と
合
流
し
、

そ
の
南
端
で
は
県
道
３
５
号
、
市
道
と
繋
が
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
路

線
バ
ス
や
観
光
周
遊
バ
ス
も
走
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ド
ラ
イ
ブ
す
る
に
し
て
も
特
に
問
題
と
な
る

区
間
は
な
い
。 

 

メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
進
め
ば
、
藍
よ
り
青
い
海
、
夕
日
の
中
で
紫
に
輝
く
海
と
の
出
会
い
が

あ
る
。
沿
岸
、
内
部
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
ビ
ュ
ー
・
ス
ポ
ッ
ト
に
立
つ
と
、
天
草
灘
か
ら
有
明

海
、
八
代
海
、
さ
ら
に
洋
々
た
る
東
シ
ナ
海
の
眺
め
が
あ
り
、
天
草
の
姿
を
映
し
出
し
つ
つ
、
九
州

本
土
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
い
え
初
め
て
訪
れ
る
人
に
お
も
ん
ば
か
っ
て
、
島
の
道
が

ど
ん
な
道
か
、
そ
こ
に
何
が
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
、
そ
の
一
走
り
と
し
て
、
図
５
の
５
区
間
❶
～

❺
に
分
け
て
概
略
を
紹
介
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
文
と
地
図
あ
る
い
は
ナ
ビ
を
突
き
合
わ

せ
な
が
ら
理
解
で
き
、
島
と
侮
れ
な
い
思
わ
ぬ
も
の
に
遭
遇
で
き
る
。 

❶ 

五
橋
が
繋
ぐ
道
・
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン 

宇
土
半
島
の
先
端
で
、
国
道
５
７
号
と
２
６
６
号
が
合
流
、
三
角
か
ら
大
矢
野
島
に
渡
る
位
置
に

三
角
東
港
、
西
港
が
あ
り
、
天
門
橋
（
天
草
１
号
橋
）
と
天
城
橋
が
並
行
し
て
架
か
っ
て
い
る
。
あ

ま
く
さ
風
景
街
道
へ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
国
道
２
６
６
号
を
通
り
、
五
橋
全
て
を

含
め
て
、
大
矢
野
島
か
ら
天
草
上
島
に
至
る
区
間
を
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
と
呼
ん
で
い
る
。
わ
が
国

有
数
の
真
珠
養
殖
の
地
に
ち
な
む
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
が
、
天
草
五
橋
と
天
草
松
島
の
自
然
景
観
が
見
事

に
調
和
し
た
道
で
あ
る
。
道
の
１
０
０
選
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
菊
陽
町
の
杉
並
木
の
大
津
街
道
と

共
に
、
熊
本
県
を
代
表
す
る
道
の
一
つ
で
あ
る
。 

❷ 

天
草
四
朗
が
戦
い
な
が
ら
た
ど
っ
た
タ
コ
街
道 

天
草
上
島
に
至
れ
ば
、
国
道
２
６
６
号
と
別
れ
、
国
道
３
２
４
号
を
行
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
区

間
は
、
松
島
有
料
道
路
、
松
島
有
明
道
路
（
自
動
車
専
用
道
路
）
⑫
が
つ
な
が
り
、
平
行
し
て
い
る

が
、
風
景
や
歴
史
を
重
ん
ず
れ
ば
海
辺
の
３
２
４
号
が
お
薦
め
で
あ
り
、
迅
速
性
を
重
視
す
れ
ば
内

陸
の
自
専
道
を
と
使
い
分
け
が
で
き
る
。 

両
道
路
は
、松
島
有
明
道
路
の
上
津
浦
Ｉ
Ｃ
で
合
流
し
、そ
こ
に
２
つ
の
タ
コ
入
道
の
像
が
あ
る
。

写
真
⑬
に
見
る
よ
う
に
、
親
子
な
の
か
大
小
の
タ
コ
の
像
が
海
辺
に
飾
ら
れ
、
ま
た
、
道
の
駅
「
有

⑬ 愛称「ありあけタコ街道」の国道 324 号（天草上島） 

⑭ 国道 324 号トライブの休憩にも使える鬼池港ターミナル 

国道 324号 
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明
リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
」
や
、
温
泉
「
さ
ざ
波
の
湯
」、
キ
リ

シ
タ
ン
の
遺
品
を
展
示
す
る
サ
ン
タ
マ
リ
ア
館
が
集
積
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
利
用
す
れ
ば
、
天
草
上
島
の
丁
度
中

間
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、一
休
み
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
。 

 

と
き
に
は
、
奴
さ
ん
の
よ
う
に
吊
り
さ
が
る
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
本
物
の
日
干
し
ダ
コ
に
も
出
会
う
国
道
３
２
４
号
は
、

別
名
「
天
草
あ
り
あ
け
タ
コ
街
道
」
と
の
愛
称
が
つ
き
、

そ
の
途
中
に
、
天
草
の
乱
の
緒
戦
の
地
で
あ
る
大
島
子
諏

訪
神
社
⑳
が
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
進
む
と
天
草
瀬
戸

大
橋
で
あ
り
、
再
び
国
道
２
６
６
号
と
合
流
し
て
い
る
。

瀬
戸
を
航
行
す
る
船
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
取
り

付
け
は
ル
ー
プ
を
な
し
、
高
さ
を
稼
い
で
い
る
が
、
そ
れ

を
く
る
く
る
と
回
り
終
え
る
と
再
び
３
２
４
号
は
２
６
６

号
と
枝
分
か
れ
し
、
本
渡
港
に
至
る
。
突
端
で
し
ば
し
車

を
止
め
、
次
々
に
や
っ
て
く
る
車
の
往
来
を
な
が
め
て
い

る
と
、
橋
の
鼓
動
、
瀬
戸
の
波
動
が
共
鳴
し
て
躍
動
す
る

海
上
を
背
景
に
す
る
飾
り
に
も
思
え
大
変
面
白
い
。 

❸ 

島
原
湾
口
に
住
み
つ
い
た
イ
ル
カ
の
道 

本
渡
地
区
か
ら
車
は
北
を
向
き
、
進
む
ほ
ど
島
原
半
島
が
近
づ
く
が
、
海
向
こ
う
と
は
い
え
、「
島

原
大
変
・
肥
後
迷
惑
」
や
近
年
の
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
（
一
章
２
節
）
を
思
い
お
こ
せ
ば
、
巨
大
な

モ
ン
ス
タ
ー
が
迫
る
印
象
を
抱
く
。
そ
し
て
、
そ
の
突
端
が
鬼
池
港
で
あ
り
、
島
原
半
島
へ
の
定
期

航
路
が
あ
る(

図
３)

。
早
崎
瀬
戸
と
呼
ば
れ
る
島
原
湾
の
入
り
口
で
あ
り
、
フ
ェ
リ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
⑭
前
の
広
々
し
た
駐
車
場
は
、
天
草
四
郎
の
像
と
共
に
、
眼
前
の
海
峡
を
見
つ
つ
休
憩
施
設
と
し

て
利
用
で
き
る
。 

そ
の
先
の
国
道
３
２
４
号
沿
い
は
、イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
船
乗
り
場（
天
草
市
五
和
町
二
江
）

で
あ
り
、
遊
覧
船
に
乗
れ
ば
、
海
で
群
れ
な
す
イ
ル
カ
を
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
（
五
章
３

節
）。 

続
い
て
通
詞
（
つ
う
じ
）
島
。
通
詞
と
は
、
通
訳
者
を
意
味
す
る
。
中
世
の
こ
ろ
南
蛮
貿
易
の
通

詞
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
島
名
だ
が
、
今
で
は
通
詞
大
橋
（
橋
長
１
８
４
ｍ
）
で
天
草
下
島
と

つ
な
が
り
、
こ
れ
を
渡
れ
ば
、
島
の
高
台
に
あ
る
五
和
歴
史
民
俗
資
料
館
の
屋
上
か
ら
、
早
崎
瀬
戸

や
天
草
北
部
沿
岸
、
島
原
半
島
が
一
望
で
き
、
エ
イ
を
祀
る
珍
し
い
神
社
に
お
参
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

な
お
、
島
で
は
周
回
道
路
は
よ
い
と
し
て
も
、
内
部
は
細
街

路
が
多
く
、
漁
村
特
有
の
集
落
で
あ
り
、
車
の
離
合
が
難
し
い

の
が
実
態
で
あ
る
。小
型
車
し
か
通
れ
な
い
道
路
、急
な
坂
道
、

屈
曲
す
る
道
が
多
い
の
で
進
入
す
る
に
し
て
も
注
意
が
必
要
で

あ
る
。
で
き
れ
ば
海
辺
の
広
場
や
空
き
地
に
駐
車
し
、
漁
師
が

暮
ら
す
島
内
を
ま
ち
歩
き
す
る
こ
と
が
お
勧
め
で
あ
る
。 

通
詞
島
か
ら
再
び
国
道
３
２
４
号
に
も
ど
る
と
、
苓
北
町
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
見
事
な
形
を
し
た
、
巨
大
な
〝
お
っ
ぱ
い

岩
〟
㉗
に
遭
遇
す
る
。
干
潮
時
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の
で
時
を

測
っ
て
訪
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
当
に
自
然
の
岩
か
、
彫
刻

し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
た
く
な
る
ほ
ど
見
事
で
あ
る
。
そ

れ
を
見
つ
つ
な
お
も
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
富
岡
半
島
が
突
き
出
し
、

ト
ン
ボ
ロ
特
有
の
突
端
の
島
に
富
岡
城
跡
㉘
や
見
事
な
巴
形
の

富
岡
湾
④
、
富
岡
海
域
公
園
が
あ
り
、
本
風
景
街
道
に
お
け
る

重
要
な
景
観
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

本
地
区
は
、
文
人
墨
客
の
訪
問
が
多
い
が
、
そ
の
一
人
、
頼

山
陽
㊴
は
、
漢
詩
「
泊
天
草
洋
」
を
詠
ん
で
い
る
。
半
島
突
端
・

富
岡
城
へ
の
途
次
に
公
園
内
に
句
碑
が
建
ち
、
そ
の
前
に
あ
る
録
音
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
朗
々
た
る

詩
吟
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
毎
年
１
０
月
に
は
吟
詠
「
天
草
洋
に
泊
す
」
全
国
大
会
も
開
催
さ
れ
て

い
る
。
歌
う
も
よ
し
、
聞
く
も
よ
し
だ
。 

 

雲
か
山
か
呉
か
越
か 

 

水
天
髣
髴
青
一
髪 

万
里
船
を
泊
す
天
草
の
洋 

 

煙
は
篷
窓
に
横
た
わ
っ
て
日
よ
う
や
く
没
す 

暼
見
す
大
魚
の
波
間
に
跳
る
を 

 

太
白
船
に
当
た
っ
て
明
月
に
似
た
り 

  

富
岡
か
ら
国
道
３
８
９
号
を
南
下
す
る
と
、
天
草
下
島
の
西
海
岸
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
羊
角
湾
ま

で
の
区
間
は
〝
天
草
西
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〟
と
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
天
草

灘
の
海
の
景
色
と
夕
陽
が
売
り
も
の
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
の
前
半
の
下
田
温
泉
ま
で
は
波

打
ち
際
に
視
界
が
広
が
る
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
で
あ
る
。 

❹ 

夕
日
を
眺
め
、
南
蛮
文
化
を
訪
ね
る
天
草
西
海
岸
北
ル
ー
ト 

下
田
か
ら
以
南
は
天
草
西
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
と
こ
ろ
に
よ
り
平
行
し
た
旧
道
と

な
り
、
風
景
街
道
の
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
重
な
っ
た
り
し
な
が
ら
、
断
崖
や
海
に
浮
か
ぶ
岩
礁
と
夕
陽

が
自
慢
の
道
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
道
３
８
９
号
そ
の
も
の
は
内
陸
よ
り
を
通
過
。
こ
の
た
め
、
部

図 5 あまくさ風景街道のメインルート
❶～❺と準メインルート❻～❽ 
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分
的
に
展
望
所
（
鬼
海
ヶ
浦
㉚
、
姫
見
浦
③
、
十
三
仏
公
園
㉙
な
ど
）
に
寄
り
道
し
な
が
ら
、
区
間

に
よ
っ
て
は
海
辺
よ
り
の
西
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ
の
回
り
込
み
が
求
め
ら
れ
、
狭
い
、
屈
曲

し
た
区
間
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

本
風
景
街
道
の
重
要
景
観
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
江
教
会
㉑
お
よ
び
﨑
津
教
会
㉒
だ
が
、
そ
こ
へ
行
く

に
は
、サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
も
あ
る
旧
道
へ
大
き
く
ま
わ
り
込
む
必
要
が
あ
る
。や
や
こ
し
い
が
、

こ
う
し
た
実
態
か
ら
、
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
は
国
道
３
８
９
号
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
補
う
意
味
で
平

行
し
て
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
た
ど
る
路
線
と
し
て
、
図
４
で
は
特
に
赤
点
線
を
追
加
し
て
い

る
。 

❺ 

海
域
公
園
地
区
を
行
く
最
南
端
の
天
草
西
海
岸
南
ル
ー
ト 

羊
角
湾
の
奥
で
国
道
３
８
９
号
は
、
国
道
２
６
６
号
に
合
流
す
る
。
そ
し
て
、
羊
角
湾
が
尽
き
る

と
こ
ろ
か
ら
市
道
早
浦
路
木
線
、
県
道
３
５
号
牛
深
天
草
線
、
牛
深
漁
港
臨
港
道
路
へ
と
回
り
込
む

と
牛
深
へ
と
行
き
着
き
、
牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
㊷
を
わ
た
る
と
、
市
道
小
森
線
で
下
須
島
（
げ
す
し
ま
）

の
先
端
に
至
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
れ
違
い
に
注
意
が
必
要
な
個
所
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

海
岸
や
海
の
景
勝
地
を
巡
る
と
し
て
、
あ
え
て
地
方
道
を
行
く
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
本
渡
の
天
草
瀬
戸
大
橋
か
ら
牛
深
ま
で
の
国
道
２
６
６
号
は
、
内
陸
の
里
や
温
泉
が
癒
し

の
ド
ラ
イ
ブ
と
な
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、帰
り
を
急
ぐ
場
合
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
も
利
用
で
き
る
。 

 

以
上
が
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
の
メ
イ
ン
道
路
の
一
走
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
図
４
に
示
す
天
草

１
号
橋
の
地
点
Ａ
か
ら
下
須
島
の
先
端
Ｂ
ま
で
は
車
で
約
４
時
間
。
そ
の
う
ち
本
渡
～
牛
深
区
間
は

３
時
間
を
要
し
、
国
道
２
６
６
号
の
天
草
瀬
戸
大
橋
～
牛
深
区
間
は
、
走
る
だ
け
な
ら
ば
約
１
時
間

で
あ
る
。 

 

３ 

島
の
交
通
網
を
生
か
し
回
遊
す
る
「
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
」 

 

★ 

風
景
街
道
地
域
へ
の
流
出
入
点
と
メ
イ
ン
ル
ー
ト
❶
～
❺ 

 

本
来
、
風
景
街
道
で
は
メ
イ
ン
ル
ー
ト
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
の
寄
り
道
区
域
が
風
景
街
道
の
地
域

と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
点
に
倣
え
ば
、
前
節
に
紹
介
し
た
メ
イ
ン
ル
ー
ト
沿
い
の

区
域
を
天
草
風
景
街
道
地
域
と
定
義
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
風
景
街
道
で
は
、
域
外
か
ら

の
限
定
さ
れ
た
流
出
入
点
、
島
を
取
り
囲
む
有
明
海
・
八
代
海
・
天
草
灘
の
多
様
性
、
島
ゆ
え
の
限

ら
れ
た
回
遊
空
間
や
架
橋
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
必
然
的
に
島
々
の
周
回
を
経
て

往
路
、
復
路
を
な
す
こ
と
が
あ
り
、
天
草
全
体
を
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
地
域
と
す
る
こ
と
が
都
合
よ

い
こ
と
が
あ
る
。 

ア
ク
セ
ス
と
メ
イ
ン
ル
ー
ト
の
概
要
は
、
前
項
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
域
外
か
ら
の
天
草
へ
の
主
な
流
出
入
点
は
図
５
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
丸
印
を
付
す
陸
、
海
、

空
を
合
わ
せ
て
６
か
所
が
あ
る
。
三
角
（
三
角
東
港
、
三
角
西
港
お
よ
び
国
道
２
６
６
号
の
天
門
橋

ま
た
は
天
城
橋
）、
本
渡
、
鬼
池
、
富
岡
、
牛
深
の
各
港
、
そ
し
て
天
草
空
港
。
し
た
が
っ
て
、
天
草

の
回
遊
で
、こ
れ
ら
と
メ
イ
ン
ル
ー
ト
も
含
む
道
路
網
を
念
頭
に
お
い
て
景
勝
地
め
ぐ
り
を
計
画
し
、

天
草
を
巡
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

ま
ず
メ
イ
ン
ル
ー
ト
だ
が
、
流
出
入
点
と
前
節
の
ル
ー
ト
概
要
に
も
と
づ
け
ば
、
❶
～
❸
の
区
間

を
一
つ
な
ぎ
に
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
矢
野
島
を
縦
断
し
て
天
草
松
島
に
至
り
、
国
道

２
６
６
号
を
行
く
と
、
三
角
・
天
草
１
号
橋
か
ら
の
「
天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
」、
天
草
松
島
・
本
渡
間

の
国
道
３
２
４
号
の
「
あ
り
あ
け
タ
コ
街
道
」、
そ
し
て
、
本
渡
・
富
岡
間
は
、
最
近
の
通
詞
島
沖
の

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
人
気
に
あ
や
か
れ
ば
、「
イ
ル
カ
の
道
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
有
明
海
に
面

し
、
比
喩
す
れ
ば
、
パ
ー
ル
、
タ
コ
、
イ
ル
カ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
海
に
棲
み
分
け
な
が
ら
顔
を
出
す
海

辺
の
道
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ゆ
っ
く
り
ド
ラ
イ
ブ
す
る
と
、
半
日
程
度
の
道
程
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
後
半
の
富
岡
か
ら
下
須
島
の
先
端
ま
で
の
西
海
岸
を
行
く
ル
ー
ト
は
、
❹
、
❺
の
２
区
間

で
あ
る
。
と
も
に
海
に
沿
っ
た
海
蝕
崖
が
お
り
な
す
風
景
の
道
で
あ
り
、
夕
日
が
美
し
い
サ
ン
セ
ッ

ト
ラ
イ
ン
の
道
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
前
者
は
「
五
足
の
靴
」
が
踏
破
し
た
南
蛮
文
化
を
訪
ね
る
道

で
あ
り
、
紀
行
文
学
の
道
で
あ
る
。
後
者
は
、
天
草
の
秘
境
を
行
く
自
然
豊
か
な
道
、
牛
深
海
域
公

園
へ
通
じ
る
道
で
あ
る
。
距
離
に
す
れ
ば
約
７
０
㎞
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
半
日
は
か
か
る
だ
ろ
う
。 

★ 

準
メ
イ
ン
ル
ー
ト
❻
～
❽
と
島
内
の
主
要
な
周
遊
観
光
ル
ー
ト 

 

島
々
か
ら
な
る
天
草
を
ぐ
る
り
と
周
回
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
加
え
図
中

の
❻
～
❽
の
追
加
が
望
ま
れ
、
こ
れ
ら
を
準
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
（
図
５
）。 

ル
ー
ト
❻
は
、
牛
深
・
本
渡
間
の
主
要
地
方
道
２
６
号
の
区
間
。
西
海
岸
と
は
趣
を
異
に
し
、
静

穏
な
八
代
海(

不
知
火
海)

を
眺
め
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
途
中
の
中
田
港
か
ら
鹿
児
島
県
出
水
郡
長
島

町
の
諸
浦
島
（
し
ょ
う
ら
じ
ま
）
に
渡
る
こ
と
が
で
き
（
図
３
参
照
）
、
阿
久
根
、
そ
し
て
鶴
の
郷
・

出
水
へ
と
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

❼
は
国
道
２
６
６
号
の
区
間
で
、
天
草
上
島
の
八
代
海
よ
り
を
巡
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
御

所
浦
島
へ
は
、
国
道
２
６
６
号
の
補
完
と
し
て
、
本
渡
―
御
所
浦
―
棚
底
ま
た
は
大
道
な
ど
、
海
の

回
遊
路
❽
が
必
要
で
あ
る
。 

 

天
草
上
島
、
下
島
の
中
央
部
、
つ
ま
り
あ
ん
こ
の
部
分
は
、
先
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
国
道
２
６

６
号
、
広
域
農
道
、
そ
し
て
主
要
地
方
道
が
図
の
よ
う
に
縦
横
断
し
て
い
る
。
前
述
ま
で
の
メ
イ
ン

ル
ー
ト
、
準
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
こ
れ
ら
を
加
え
れ
ば
、
訪
れ
る
人
の
好
み
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
回
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遊
路
が
設
定
で
き
る
。
島
の
内
部
に
点
在
す
る
景
勝
地
へ
の
立
ち
寄
り
が
容
易
で
あ
り
、
来
島
す
る

ご
と
に
違
っ
た
回
遊
の
道
の
組
み
立
て
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
限
ら
れ
た
空
間
の
島
と
は
い
え
、

飽
き
る
こ
と
は
な
い
。 

★
島
の
路
線
バ
ス
お
よ
び
「
天
草
ぐ
る
っ
と
周
遊
バ
ス
」 

 

天
草
の
有
人
島
の
う
ち
で
御
所
浦
島
の
諸
島
お
よ
び
湯
島
を
除
く
と
、
橋
で
繋
が
り
、
そ
の
公
共

交
通
は
バ
ス
で
あ
る
。
熊
本
市
内
の
交
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
天
草
市
の
産
交
車
庫
前
（
天
草
）
間
を
走

る
超
快
速
・
快
速
の
「
あ
ま
く
さ
号
」
が
い
わ
ば
基
幹
の
路
線
バ
ス
（
合
わ
せ
て
１
８
便
／
日
）
で

あ
る
。
天
草
に
限
れ
ば
、
三
角
西
港
前
、
五
橋
入
口
、
さ
ん
ぱ
ー
る
（
道
の
駅
）、
松
島
、
本
渡
バ
ス

セ
ン
タ
ー
が
拠
点
を
な
す
バ
ス
停
で
あ
り
、
大
矢
野
島
、
天
草
上
島
、
天
草
下
島
を
結
ん
で
い
る
。 

 

そ
の
上
で
、
上
天
草
市
内
は
地
域
循
環
バ
ス
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ま
り
ん
バ
ス
」
が
あ
り
、
大
矢
野
島
は
〝

さ
ん
ぱ
ー
る
〟
を
拠
点
に
、
あ
る
い
は
〝
さ
ん
ぱ
ー
る
〟
、
三
角
西
港
、
Ｊ
Ｒ
三
角
駅
間
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
基
軸
に
し
て
、
さ
ら
に
天
草
上
島
は
松
島
を
拠
点
に
島
内
各
地
へ
路
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
。 

 

天
草
市
お
よ
び
苓
北
町
に
つ
い
て
は
、
本
渡
バ
ス
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
で
あ
る
。
北
エ
リ
ア
、
南
部

エ
リ
ア
、
下
田
・
河
浦
エ
リ
ア
の
各
地

を
巡
る
路
線
が
あ
り
、
ま
た
本
渡
市
街

地
に
は
「
の
っ
て
み
ゅ
う
か
ー
」
と
呼

ぶ
循
環
バ
ス
が
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
路
線
バ
ス
は
後
述
す
る
風

景
街
道
の
諸
地
域
資
源
の
殆
ど
に
繋
が

っ
て
い
る
が
、
本
数
が
少
な
い
路
線
も

あ
り
時
刻
表
を
事
前
に
十
分
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
く
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。 

 

観
光
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
天
草
市
内

を
巡
る
「
天
草
ぐ
る
っ
と
周
遊
バ
ス
」

の
３
コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
図

６
の
と
お
り
で
あ
り
、
詳
細
は
図
中
の

電
話
番
号
に
問
い
合
わ
せ
る
と
よ
い
。 

 

四 

天
草
の
乱
を
た
ど
り
、
天
草
ジ
オ
パ

ー
ク
を
巡
る 

 

「
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
」
に
は
、
一
章
に
述
べ
た
ビ
ッ
グ
な
歴
史
秘
話
と
そ
れ
に
伴
う
遺
跡
が
あ

る
。
ま
た
、
島
固
有
の
自
然
が
あ
り
、
そ
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
九

州
の
北
部
か
ら
南
部
に
至
る
多
彩
な
風
景
街
道
に
劣
る
も
の
で
な
い
。
む
し
ろ
、
２
つ
の
風
景
街
道

「
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」、
お
よ
び
「
阿
蘇
・
熊
本
路
」
と
結
ば
れ
、
九
州
横
断
の
道
の
一
翼
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
九
州
の
西
海
岸
を
巡
る
「
玄
界
灘
風
景
街
道
」、「
長
崎
サ
ン
セ
ッ
ト

ロ
ー
ド
」
と
、「
薩
摩
よ
り
み
ち
風
景
街
道
」
と
の
間
に
挟
ま
れ
、
一
緒
に
な
っ
て
全
体
が
九
州
西
海

岸
の
風
景
街
道
黄
金
ル
ー
ト
を
な
す
。 

こ
れ
ら
の
諸
風
景
街
道
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
他
に
比
す
る
本
風
景
街
道
の
テ
ー
マ
は
何
か
、

特
色
は
何
か
を
探
れ
ば
、
特
に
次
の
２
つ
が
強
調
で
き
る
。
一
つ
は
世
界
文
化
遺
産
の
「
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
」
を
含
め
た
「
天
草
島
原
の
乱
と
南
蛮
文
化
」
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
九
州
の
中
に
あ
っ

て
特
異
な
地
形
・
地
質
を
な
す
「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
」
で
あ
る
。 

む
ろ
ん
、前
述
す
る
よ
う
に
、天
草
の
島
々
を
周
回
す
る
景
勝
の
海
岸
線
も
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
本
地
域
に
お
け
る
地
層
、
地
質
の
特
性
と
海
の
侵
食
に
よ
る
地
形
が
織
り
な
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
内
容
的
に
ジ
オ
パ
ー
ク
と
重
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
は
後
述
の
地
区
別
の
風

景
街
道
の
紹
介
に
お
い
て
補
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
前
２
者
の
重
要
テ
ー
マ
に
つ
い
て
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
。 

 １ 

百
姓
一
揆
の
天
草
島
原
の
乱
と
南
蛮
文
化
の
道
を
行
く 

 

（
１
） 

日
本
を
震
撼
さ
せ
た
天
草
島
原
の
乱
の
跡
を
訪
ね
る
。 

 

戦
国
時
代
、
多
く
の
戦
い
が
あ
っ
た
。
織
田
が
、
豊
臣
が
、
は
て
は
徳
川
が
覇
権
を
か
け
て
争
っ

た
。
当
然
な
が
ら
天
草
も
無
縁
で
な
く
、
こ
れ
ら
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
争
い
は

本
来
、
武
将
た
ち
の
戦
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
一
章
２
節
）。
そ
し
て
、
そ
れ
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ

に
、
天
草
で
は
今
度
は
百
姓
達
が
立
ち
上
が
り
、
全
く
質
を
異
に
す
る
争
い
が
勃
発
し
た
。
皆
さ
ん

も
知
っ
て
の
「
天
草
島
原
の
乱
」
で
あ
り
、
わ
が
国
を
根
幹
か
ら
震
撼
さ
せ
た
争
い
で
あ
る
。 

な
お
、
天
草
島
原
の
乱
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
あ
る
。
島
原
天
草
の
乱
（
ま
た
は
一
揆
）、
島

原
の
乱
、
天
草
の
乱
。
あ
る
い
は
西
海
の
乱
と
も
。
本
文
で
は
、
天
草
で
の
出
来
事
が
主
で
あ
る
か

ら
、
天
草
島
原
の
乱
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

 

★ 

天
草
島
原
の
乱
の
原
因
は
何
か 

図 6 天草ぐるっと周遊バスの３コース（A~C）と 
牛深海中公園クルーズなど 
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ま
ず
は
何
が
不
満
で
乱
が
発
生
し
た
か
、
背
景
に
何
が
あ
っ
た
か
だ
。
こ
の
点
、
キ
リ
シ
タ
ン
一

揆
、
百
姓
一
揆
、
お
よ
び
両
要
因
に
よ
る
一
揆
の
諸
説
が
あ
る
。 

確
か
に
、
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
令
や
、
わ
ず
か
１
６
歳
の
総
大
将
・
天
草
四
郎
時
貞
の
出

現
と
そ
の
い
で
た
ち
、
用
い
た
陣
中
旗
⑯
（
国
重
要
文
化
財
）
の
特
異
な
デ
ザ
イ
ン
な
ど
か
ら
、
キ

リ
シ
タ
ン
が
集
ま
り
、
信
仰
の
自
由
を
求
め
て
一
揆
を
起
こ
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
た
め
、

従
来
は
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆
だ
っ
た
と
す
る
考
え
が
主
を
な
し
、
い
ま
な
お
そ
れ
を
支
持
す
る
向
き
も

あ
る
。 

し
か
し
、
一
揆
に
加
わ
っ
た
大
多
数
は
農
民
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

表
石
高
の
半
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
実
質
石
高
の
た
め
、
苛
酷
な
年
貢
の
取
立
て
に
農
民
ら
は
苦
し
み

に
苦
し
ん
だ
。
加
え
て
、
凶
作
が
重
な
り
、
つ
い
に
不
満
が
爆
発
、
一
揆
が
起
き
た
と
み
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
百
姓
一
揆
説
で
あ
り
、
現
在
の
学
術
的
見
解
の
主
を
な
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
以
上
の
２
つ
を
重
ね
た
説
が
３
つ
目
だ
。
と
は
い
っ
て
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
わ
り

は
、
単
な
る
信
仰
や
宗
教
弾
圧
へ
の
反
発
で
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

唐
津
藩
の
寺
沢
広
高
（
飛
地
・
天
草
を
統
治
）、
大
村
藩
の
大
村
純
忠
、
肥
前

日
野
江
（
島
原
）
藩
の
有
馬
晴
信
、
宇
土
藩
の
小
西
行
長
な
ど
、
天
草
と
そ
の

近
隣
諸
藩
の
大
名
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
天
草
で
も
多
く
の
人
々

の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
が
広
ま
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
小
西
行
長
は
関
ケ
原
の
戦
い
に
敗
れ
て
処
刑
さ
れ
た
。
ま
た
、

諸
大
名
も
禁
教
令
の
も
と
に
改
宗
し
、
領
民
も
改
宗
を
迫
ら
れ
た
。
そ
の
際
、

断
絶
し
た
大
名
の
家
臣
で
、
帰
農
し
た
浪
人
た
ち
の
働
き
か
け
が
百
姓
た
ち
の

キ
リ
シ
タ
ン
回
帰
を
促
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
農
村
な
ど
に
残
っ
て
い
た
信

徒
の
共
同
組
織
を
利
用
し
、
階
級
の
垣
根
を
超
え
て
貧
し
い
百
姓
達
に
キ
リ
シ

タ
ン
へ
の
回
帰
を
促
し
、
こ
れ
に
百
姓
達
が
応
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
当
時
の
天
草
、
島
原
の
人
々
は
、
長
崎
の
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」

と
は
異
な
る
性
格
の
「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
立
ち
帰
り
キ

リ
シ
タ
ン
」
と
呼
ぶ
文
献
も
あ
る
。 

要
す
る
に
、
天
草
島
原
の
乱
は
、
信
仰
を
心
の
支
え
に
立
ち
上
が
っ
た
農
民

達
が
、
島
原
藩
、
天
草
藩
、
そ
し
て
九
州
の
武
士
団
に
挑
ん
だ
戦
い
で
あ
る
。

あ
る
意
味
で
は
市
民
革
命
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
前
代
未
聞
の

規
模
で
百
姓
達
が
立
ち
上
が
り
、
巨
大
な
幕
府
に
立
ち
向
か
っ
た
一
揆
で
あ
る
。 

★ 

天
草
島
原
の
乱
の
参
加
者
と
経
緯 

 

１
６
１
２
、
１
３
年
の
２
度
に
わ
た
り
徳
川
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
を

発
し
、
厳
し
く
弾
圧
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
、
天
草
や
島
原
の
人
た
ち
は
、
島

原
湾
に
浮
か
ぶ
湯
島
（
上
天
草
市
）
に

代
表
が
集
ま
り
、
繰
り
返
し
会
合
が
も

た
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
湯
島
は
別
名

〝
談
合
島
〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の

談
合
で
天
草
、
島
原
連
合
が
成
立
、
天

草
四
郎
時
貞
を
一
揆
の
総
大
将
に
決
め

た
。 

 

天
草
四
郎
⑮
、
⑯
は
、
小
西
行
長
の

家
臣
・
益
田
甚
兵
衛
の
長
男
で
あ
る
。

大
矢
野
島
に
生
ま
れ
、
本
名
は
益
田
四

⑰ 千人塚(天草市本渡・城山公園) ⑯ 「藍のあまくさ村」の天草四郎像前の説明看板（上天草市大矢野島） 

天草キリシタン館前と天草四郎公園の像 
⑮ 天草の乱の総大将・天草四郎の像 
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郎
、
諱
は
時
貞
で
あ
る
。
そ
の
彼
こ
そ
が
、
南
蛮
寺
（
天

草
市
有
明
町
。
現
在
の
正
覚
寺
⑱
）
か
ら
国
外
に
追
放
さ

れ
た
神
父
マ
マ
コ
ス
に
よ
る
予
言
「
２
５
年
後
、
１
６
歳

の
天
童
が
現
れ
、
パ
ラ
イ
ゾ
（
天
国
）
が
実
現
す
る
だ
ろ

う
」
の
天
童
と
さ
れ
た
。 

 

一
揆
の
参
加
者
は
、
島
原
側
か
ら
２
４
８
４
２
人
、
天

草
側
か
ら
２
８
８
４
人
と
す
る
資
料
が
あ
る
（
鶴
田
文

史
：
西
海
の
乱
（
下
巻
）、
西
海
文
化
研
究
所
。
２
０
０
６
年
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
草
側
に
つ
い

て
は
、
大
矢
野
島
か
ら
８
９
７
人
、
天
草
上
島
か
ら
１
５
７
６
人
、

天
草
下
島
か
ら
４
１
１
人
が
参
加
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
ど
れ
ほ
ど
正
確
か
は
分
ら
な
い
。
し
か
し
、

参
加
者
は
、
図
７
の
概
ね
黄
色
楕
円
で
囲
ま
れ
た
天
草
北
部
地
域
の

人
々
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
中
に
は
、
一
家
を
あ
げ

て
、
集
落
や
村
を
あ
げ
て
の
参
加
も
あ
っ
た
。 

 

一
揆
は
、
１
６
３
７
年
１
２
月
１
１
日
に
島
原
で
勃
発
。
ま
さ
に

歴
史
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
天
草
も
蜂
起
。
つ
ま
り
、

天
草
で
の
一
揆
の
動
き
は
大
矢
野
島
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ
に
天
草

四
郎
の
一
団
が
島
原
か
ら
駆
け
付
け
て
天
草
上
島
の
大
島
子
諏
訪
神

社
付
近
⑳
で
集
結
、唐
津
・
富
岡
藩
士
ら
と
の
最
初
の
戦
と
な
っ
た
。

一
揆
勢
は
こ
れ
に
勝
利
し
、
本
渡
の
町
山
口
川
・
祇
園
橋
㉟
（
石
橋
。

国
指
定
重
要
文
化
財
だ
が
、
建
設
は
乱
の
後
で
あ
る
）
付
近
で
の
激

戦
を
経
て
富
岡
城
㉘
に
迫
っ
た
。
し
か
し
、
訪
ね
て
み
れ
ば
よ
く
分

か
る
が
、
急
峻
な
地
形
と
海
に
囲
ま
れ
、
守
り
が
固
い
こ
と
か
ら
攻

め
き
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
背
後
か
ら
熊
本
藩
の
討
伐
軍
が
迫
っ
た

と
の
情
報
も
あ
り
、
坂
瀬
川
（
苓
北
町
）
の
河
口
⑲
か
ら
島
原
の
旧

城
・
原
城
へ
と
移
動
、
島
原
勢
と
合
流
し
て
立
て
籠
も
っ
た
。
な
お
、

参
考
ま
で
に
上
述
の
ル
ー
ト
を
図
に
示
せ
ば
図
７
の
青
矢
印
の
と
お

り
で
あ
る
。 

島
原
で
の
籠
城
は
、
老
人
や
子
供
を
も
含
め
約
３
万
人
と
も
、
非

戦
闘
員
を
も
含
め
３
万
７
千
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
対
す
る
幕
府

軍
は
九
州
各
藩
か
ら
の
軍
勢
１
２
万
人
余
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
赤
子

を
ひ
ね
る
よ
う
な
も
の
で
、
勝
負
は
明
ら
か
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
３

か
月
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
り
よ
く
ぞ
持
ち
こ
た
え
、
そ
し
て
１
６

３
８
年
２
月
末
、
天
草
四
郎
は
打
ち
取
ら
れ
、
内
通
者
を
除
い
て
老

若
男
女
す
べ
て
が
皆
殺
し
に
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

脱
出
者
、
捕
縛
者
も
相
当
数
い
た
と
の
説
も
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
み

る
か
は
定
か
で
な
い
が
、
悲
惨
極
り
な
い
と
い
え
、
１
６
歳
の
天
草

四
郎
の
統
率
の
も
と
に
よ
く
ぞ
そ
こ
ま
で
団
結
し
戦
っ
た
と
い
え
る
。 

表 3  教会および天草の乱、キリシタン、南蛮文化関係の展示館 

施設名 住所 問合せ先 内容 駐車
大江教会 天草市天草町大江1782 天草宝島観光協会0969-22-2243　　　　　教会 ｻﾝｾｯﾄﾗｲﾝ 可
﨑津教会 天草市河浦町﨑津539 天草宝島観光協会0969-22-2244　　　　　教会 ｻﾝｾｯﾄﾗｲﾝ 可
天草四郎メモリアルホール 上天草市大矢野町中977-1 0964-56-5311 南蛮文化、キリスト教伝来の資料等 国道266号 可
サンタマリア館 天草市有明町上津美ノ越1940-1 0969-45-8110 キリシタン哀史関係資料の展示 国道324号 可
天草キリシタン館 天草市船之尾町19-52 0969-22-3845 天草の乱、潜伏キリシタン遺物などの展示 可
天草ロザリオ館 天草市天草町大江1749 0969-42-5259 隠れキリシタンの資料を展示 ｻﾝｾｯﾄﾗｲﾝ 可
天草コレジヨ館 天草市河浦町白木河175-13 0969-76-0388 天正少年使節、印刷機、南蛮文化 国道266号 可

⑲ 天草四郎乗船の地（苓北町坂瀬川、国道 324号） ⑱ 南蛮寺跡に建てられた正覚寺 

⑳ 天草島原の乱緒戦の地・島子諏訪神社(上天草市有明町大島子,国道 266 号沿い） 
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★ 
天
草
島
原
の
乱
の
跡
を
た
ど
る 

天
草
島
原
の
乱
は
、
わ
が
国
最
大
の
百
姓
一
揆
で
あ
り
、
農
民
ら
が
武
士
に
戦
い
を
挑
ん
だ
内
乱

で
あ
る
。
そ
の
跡
を
た
ど
る
天
草
の
風
景
街
道
は
、
南
蛮
寺
跡
（
正
覚
寺
）、
島
子
の
緒
戦
の
地
（
大

島
子
諏
訪
神
社
）
や
本
渡
の
祇
園
橋
付
近
の
激
戦
地
、
富
岡
城
の
攻
防
、
そ
し
て
原
城
へ
の
乗
船
地

を
巡
る
こ
と
と
な
る
（
図
７
の
緑
矢
印
）。
同
時
に
、
そ
う
し
た
資
料
を
集
め
公
開
す
る
天
草
四
郎
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
、
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
な
ど
を
訪
ね
る
こ
と
だ
（
表
３
）。
ま
た
、
激
戦
で
多
く
の
血
が

流
れ
、
そ
の
慰
霊
を
供
養
す
る
殉
教
千
人
塚
⑰
、
キ
リ
シ
タ
ン
供
養
碑
に
お
参
り
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。 今

日
で
は
天
草
の
各
地
に
天
草
四
郎
の
像
が
立
つ
。
藍
の
あ
ま
く
さ
村
（
大
矢
野
島
）、
天
草
四
郎

公
園
（
大
矢
野
島
）
⑮
、
天
草
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー(

天
草
松
島)

、
天
草
城
山
公
園
（
天
草
市
本
渡
）

⑮
、
鬼
池
港
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
で
い
で
た
ち
は
異
な
る
が
、
１
６
才
（
今
で
い
え
ば
高
校
１
年
生
）

の
天
草
四
郎
が
総
大
将
で
あ
る
。
祈
る
、
民
衆
を
率
い
る
、
パ
ラ
イ
ゾ
（
天
国
、
楽
園
の
こ
と
）
を

め
ざ
す
。
そ
ん
な
姿
の
若
い
天
草
四
郎
の
像
を
見
な
が
ら
、
な
ぜ
一
少
年
が
戦
い
の
総
大
将
に
な
っ

た
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

突
飛
だ
が
、
１
５
世
紀
の
英
仏
戦
争
で
先
頭
に
立
っ
て
戦
い
、
最
後
は
火
あ
ぶ
り
に
処
せ
ら
れ
た

農
家
の
娘
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
（
オ
ル
レ
ア
ン
の
乙
女
。
１
９
歳
で
処
刑
さ
れ
た
）
も
１
６
、
７
歳

で
あ
り
、
そ
れ
と
重
な
る
思
い
が
す
る
。
天
草
と
か
か
わ
り
の
あ
る
天
正
遣
欧
少
年
使
節
は
当
時
１

３
、
１
４
歳
の
少
年
で
あ
り
、
長
崎
西
坂
の
丘
で
処
刑
さ
れ
た
２
６
聖
人
の
中
に
、
最
年
少
１
２
歳

を
含
め
１
０
代
の
少
年
が
５
人
も
い
た
。
こ
れ
ら
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。
多
感
な
少
年
た
ち
の
一
途
な

信
念
・
信
仰
が
若
者
を
駆
り
立
て
た
と
も
い
え
る
。
そ
う
し
た
過
去
の
悲
劇
を
弔
う
意
味
で
、
後
世

に
生
き
る
我
々
は
せ
め
て
訪
れ
、
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 （
２
） 

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
、
大
江
と
世
界
遺
産
の
﨑
津
集
落
を
訪
ね
る 

 

★ 

天
草
下
島
南
部
の
「
天
草
崩
れ
」 

天
草
へ
の
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
来
は
、
平
戸
へ
の
伝

来
か
ら
十
数
年
遅
れ
で
あ

る
。
１
５
６
６
年
、
志
岐

城
主
の
志
岐
鱗
泉
が
、
養

子
縁
組
の
縁
も
あ
っ
て
修

道
師
ア
ル
メ
イ
ダ
な
ど
を

有
馬
藩
か
ら
招
き
、
布
教

を
認
め
る
と
と
も
に
、
自

ら
も
洗
礼
を
受
け
た
。
こ

れ
が
天
草
の
キ
リ
ス
ト
教

の
始
ま
り
だ
が
、
続
い
て

天
草
氏
、
大
矢
野
氏
も
受

け
入
れ
た
。
こ
れ
ら
は
南

蛮
貿
易
を
促
進
す
る
た
め

と
い
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

戦
乱
が
続
く
中
で
、
領
主

自
か
ら
が
キ
リ
シ
タ
ン
と

な
っ
た
こ
と
で
、
領
民
の

寄
り
道 

天
草
史
郎
の
容
姿
と
墓
に
つ
い
て 

 

本
文
の
写
真
⑮
、
⑯
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
草
史
郎

の
容
姿
は
様
々
で
、
ど
れ
が
本
当
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
久
留
米
の
商
人
・
与
四
右
衛
門
が
本
渡
町

に
滞
在
中
、
一
揆
勢
が
唐
津
藩
・
富
岡
城
番
代
の
三
宅
藤
兵
衛
ら
に
勝
利
し
て
、
船
で
本
渡
町
茂
木
根
に

上
陸
し
、
馬
に
乗
る
時
の
出
で
立
ち
に
つ
い
て
、「
白
い
絹
の
着
物
を
着
て
、
は
か
ま
を
着
て
、
頭
に
は
苧

（
か
ら
む
し
）
を
三
つ
組
に
し
て
あ
て
、
緒
を
つ
け
の
ど
下
に
て
と
め
、
額
に
は
小
さ
な
十
字
架
を
立
て

て
い
た
。
手
に
は
御
幣
を
持
っ
て
、
一
揆
軍
を
指
揮
し
て
い
た
」
と
証
言
し
た
と
さ
れ
、
幕
府
文
書
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
各
地
の
銅
像
は
こ
う
し
た
資
料
を
も
と
に
彫
刻
家
な
ど
が
想
像
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
顔
つ
き
が
異
な
る
、
服
装
が
異
な
る
な
ど
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
一
揆
勢
は
、
最
後
に
島
原
半
島
の
原
城
に
立
て
籠
も
っ
た
が
、
食
料
も
弾
薬
も
尽
き
、
幕
府
軍

の
総
攻
撃
に
あ
い
全
滅
。
こ
の
時
、
天
草
四
郎
は
肥
後
細
川
藩
士
に
本
丸
で
討
ち
取
ら
れ
た
が
、
ど
れ
が

本
物
か
は
判
然
と
し
な
い
。
四
郎
と
思
わ
れ
る
首
が
原
城
三
の
丸
の
大
手
門
前
、
長
崎
出
島
の
正
面
入
り

口
前
に
晒
さ
れ
、
同
じ
年
頃
の
少
年
た
ち
の
中
で
、
細
川
藩
士
が
差
し
出
し
た
首
を
見
て
母
親
が
顔
色
を

変
え
、
泣
き
伏
し
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
軍
は
そ
れ
が
天
草
四
郎
と
断
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
四
郎
の
亡

骸
も
さ
だ
か
で
な
く
、
ど
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
か
は
不
明
で
、
天
草
上
島
の
天
草
史
郎
公
園
と
、
島
原
半
島

の
原
城
跡
の
２
つ
の
墓
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
天
草
四
郎
公
園
（
天
草
四
郎
の
生
家
跡
）
中
央

の
天
草
四
郎
像
の
背
後
に
あ
り
、「
天
草
四
郎
之
墓
」
の
刻
み
が
あ
る
。
後
者
は
、
原
城
本
丸
跡
に
天
草
四

郎
像
が
あ
り
、
そ
の
横
の
や
や
離
れ
た
位
置
の
小
さ
な
墓
碑
で
、
南
島
原
市
有
家
町
の
民
家
石
垣
か
ら
見

つ
か
り
移
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
苔
で
見
に
く
い
が
、
墓
碑
の
最
後
に
母
の
文
字
が
あ
る
。 

図７ 天草の乱の跡をたどる 
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間
で
瞬
く
間
に
広
ま
っ
た
こ
と
は
容
易
に
察
し
が
つ
く
。 

し
か
し
、
そ
の
後
の
伴
天
連
追
放
令
や
禁
教
令
な
ど
で
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン

は
厳
し
く
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
の
天
草
島
原
の
乱
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
全
て
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
壊
滅
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
乱
か
ら
１

６
７
年
後
の
１
８
０
５
年
に
キ
リ
シ
タ
ン
発
覚
事
件
が
起
き
た
。い
わ
ゆ
る「
天

草
崩
れ
」
だ
。
い
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
長
崎
と
同
じ
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
存

在
で
あ
り
、
下
島
南
部
の
大
江
や
﨑
津
、
今
富
、
高
浜
一
帯
の
村
人
達
５
０
０

０
人
が
取
り
調
べ
を

受
け
た
。
そ
し
て
、

明
治
に
な
り
よ
う
や

く
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
も
信
仰
の
自
由
を

取
り
戻
し
、
南
蛮
文

化
の
花
を
咲
か
せ
、

仏
教
、キ
リ
ス
ト
教
、

神
教
が
共
存
し
、
現

在
の
天
草
の
人
々
の

心
の
支
え
と
な
っ
て

い
る
。 

★ 

復
活
の
道
―
大

江
教
会
と
崎
津
教
会 

大
江
に
、
長
崎
の

浦
上
天
主
堂
か
ら
西
政
吉
牧
師
が
訪
れ
、

復
活
の
道
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、
１
８

９
２
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
ガ
ル
ニ
エ
神
父

が
来
日
。
私
財
を
投
じ
て
大
江
教
会
㉑
を

建
設
し
た
。
設
計
は
、
長
崎
県
下
で
多
く

の
教
会
建
築
を
手
が
け
た
鉄
川
与
助
そ
の

人
で
あ
る
。 

華
麗
な
白
亜
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
で
あ

る
。
先
に
述
べ
た
「
五
足
の
靴
」
の
青
年

文
学
者
た
ち
が
訪
ね
た
の
が
ガ
ル
ニ
エ
神

父
だ
が
、
来
日
後
亡
く
な
る
ま
で
の
５
０

年
間
を
本
教
会
に
と
ど
ま
り
、
布
教
に
努
め
、
天
草
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
の
キ
リ
ス
ト
信
仰
と
南

蛮
文
化
の
伝
道
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
。 

一
方
、
﨑
津
も
大
江
と
同
様
に
小
さ
な
村
だ
っ
た
が
、
１
５
６
９
年
に
最
初
の
教
会
が
建
て
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
明
治
以
降
の
復
活
後
の
建
物
と
な
り
、
現
在
の
も
の
㉒
は
１
９
３
４
年
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

大
江
教
会
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
、尖
塔
に
十
字
架
を
掲
げ
る
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
れ
ま
た
、
鉄
川
与
助
の
設
計
で
あ
り
、
同
じ
人
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
思
え
な
い
重
厚
さ
が
あ
る
。
祭

壇
の
位
置
は
、
禁
教
時
代
の
吉
田
庄
屋
役
宅
の
踏
み
絵
が
行
わ
れ
た
場
所
と
の
こ
と
で
あ
る
。
教
会

内
は
畳
敷
き
で
、
和
洋
折
衷
の
大
変
珍
し
い
つ
く
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
超
高
齢
社
会
の
現
代
で
は
、

そ
の
上
に
折
り
畳
み
椅
子
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
教
会
近
く
に
﨑
津
諏
訪
神
社
が
あ
る
。
そ
こ
は
天
草
崩
れ
の
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
と
こ

図 8 崎津・今富の国指定重要文化的景観 ㉒ 崎津教会（世界遺産） 

㉓ 独特の文化的景観を持つ崎津の漁村 

㉑ 大江教会とガルニエ神父像 
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ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
集
落
の
人
々
が
氏
子
と
な
り
密
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
守
っ
て

き
た
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
地
域
に
お
け
る
重
要
な
歴
史
舞
台
と
な
っ
た
所
と
い
っ

て
よ
い
。 

な
お
、
大
江
教
会
に
し
て
も
、
﨑
津
教
会
に
し
て
も
、
国
道
３
８
９
号
を
バ
イ
パ
ス
に
し
て
（
大

江
、
﨑
津
バ
イ
パ
ス
）、
そ
れ
か
ら
海
岸
側
に
入
り
込
ん
だ
天
草
西
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
沿
い
に

あ
る
（
図
７
）。 

ま
た
、
﨑
津
集
落
等
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
以
前
か
ら
「
天
草
市
﨑
津
、
今
富
の
文
化
的

景
観
」
と
し
て
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い
た
（
図
８
）。
つ
ま
り
、
羊
角
湾
に
面
す
る

漁
村
集
落
「
崎
津
」
は
、
天
然
の
良
港
だ
が
、
平
坦
地
が
狭
隘
な
こ
と
か
ら
軒
を
連
ね
る
よ
う
に
小

路
（
こ
れ
を
ト
ウ
ヤ
と
い
う
）
を
挟
ん
で
密
集
家
屋
が
建
ち
並
び
、
そ
の
先
に
海
に
張
り
出
す
よ
う

に
建
造
物
（
カ
ケ
と
い
う
）
㉓
が
作
ら
れ
、
漁
具
の
手

入
れ
や
干
物
づ
く
り
、
船
舶
の
碇
泊
、
物
干
し
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
と
い
う
独
特
の
形
態
を
な
す
。
加
え
て
、

そ
の
湾
奥
に
２
つ
の
河
川
支
流
で
干
拓
が
行
わ
れ
、
あ

る
い
は
扇
状
地
に
わ
ず
か
な
が
ら
の
農
地
が
あ
る
。
そ

し
て
山
村
集
落
「
今
富
」
が
続
く
と
と
も
に
、
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
の
信
仰
か
ら
、
石
碑
や
墓
地
が
見
え
な
い
よ
う
に
集
落
の
形
態
が
工
夫
さ
れ
た
。 

要
す
る
に
、
特
異
な
構
図
の
漁
村
集
落
・
崎
津
と
農
山
村
集
落
・
今
富
が
細
長
い
小
規
模
な
谷
筋

の
地
形
に
沿
っ
て
つ
な
が
り
、
一
つ
の
湾
と
湾
奥
か
ら
な
る
集
落
を
成
し
、
他
に
例
を
見
な
い
地
形

お
よ
び
集
落
景
観
上
の
特
徴
を
も
つ
。
そ
れ
が
「
天
草
市
﨑
津
、
今
富
の
文
化
的
景
観
」
で
あ
る
。 

こ
の
景
観
は
、
世
界
文
化
遺
産
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
重
要
な
構
成
資

産
で
も
あ
る
。
表
向
き
は
寺
院
、
神
社
に
帰
属
し
つ
つ
、
デ
ウ
ス
を
豊
漁
の
神
と
信
じ
、
ア
ワ
ビ
な

ど
の
貝
殻
の
内
側
の
模
様
を
聖
母
マ
リ
ア
に
見
立
て
る
な
ど
し
て
、
漁
村
な
ら
で
は
の
工
夫
で
キ
リ

ス
ト
教
を
信
仰
し
た
。
そ
う
し
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
漁
村
〝
﨑
津
教
会
と
﨑
津
諏
訪
神
社
周
辺
地

区
〟
を
歩
き
、
ト
ウ
ヤ
と
カ
ケ
の
実
態
、
珍
し
い
農
山
漁
村
一
体
の
構
図
を
見
て
回
る
こ
と
が
で
き

る
。 

天
草
の
南
蛮
文
化
に
関
し
、
い
ま
一
つ
注
目
す
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
（
学
林
）

が
１
５
９
１
～
１
５
９
７
年
の
間
存
在
し
た
こ
と
で

あ
る
。
神
学
校
で
あ
り
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
宣
教

師
育
成
の
た
め
の
施
設
で
あ
っ
た
。
天
正
少
年
遣
欧

使
節
４
人
も
そ
こ
で
学
ん
だ
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

場
所
は
現
在
の
天
草
市
河
浦
支
所
横
の
天
草
コ
レ
ジ

ヨ
跡
公
園
と
目
さ
れ
て
い
る
。
河
浦
支
所
に
隣
接
し

た
静
か
な
地
で
、
川
沿
い
の
散
策
に
適
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
天
正
の
少
年
使
節
た
ち
も
そ
こ
で
学
び
、

走
り
回
り
な
が
ら
、
初
め
て
の
海
外
渡
航
と
そ
の
使

命
に
思
い
を
は
せ
、
さ
ま
ざ
ま
に
夢
を
み
た
と
推
察

さ
れ
る
が
、
帰
国
し
て
ま
さ
か
の
追
放
や
刑
に
処
せ

ら
れ
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

 ２ 

海
に
浮
か
ぶ
ま
る
ご
と
「
天
草

ジ
オ
パ
ー
ク
」 

 

前
述
し
た
人
の
歴
史
は
せ
い
ぜ
い
数
千
年
だ
が
、

天
草
の
地
質
と
な
れ
ば
、
一
億
万
年
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
前
の
変
成
岩
か
ら
、
現
代
の
沖
積
層
ま
で
、
時

間
尺
度
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
層
が
話
題
と
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
地
質
年
表
で
天
草
の
大
ま
か
な
地
質

㉔ 天草コレジヨ館のグーテンベルグ印刷機（複製） 

図 9 あまくさ全域に広がるジオサイト 
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状
況
を
示
せ
ば
表
４
の
と
お
り
で
あ
り
、
各
層
が
島
々
の
あ
ち
こ
ち
に
露

出
し
て
い
る
。
ま
さ
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
島
で
あ
り
、
２
０
１
４
年
に
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
め
ら
れ
た
。 

天
草
上
島
の
八
代
海
よ
り
か
ら
御
所
浦
島
、
天
草
下
島
の
南
西
部
に
至

る
区
域
に
、
８
、
９
千
万
年
前
の
古
い
地
層
（
御
所
浦
層
群
、
姫
浦
層
群
）

の
露
頭
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
矢
野
島
か
ら
天
草
上
島
の

北
部
に
比
較
的
新
し
い
地
層
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
挟
ま
る
よ
う

に
数
千
万
年
前
の
古
第
三
紀
、
後
期
白
亜
紀
の
地
層
が
広
く
分
布
し
て
い

る
。 ま

た
、
図
５
に
示
す
ル
ー
ト
❻
～
❽
に
沿
っ
た
天
草
下
島
南
部
か
ら
中

央
部
、
御
所
浦
か
ら
天
草
上
島
南
西
部
に
か
け
て
の
一
帯
は
入
り
組
ん
だ

リ
ア
ス
式
海
岸
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
質
、
化
石
、
は
て
は
地
形
に
関

係
し
て
多
彩
な
景
観
ポ
イ
ン
ト
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
島
め
ぐ
り
が
ま
た
あ
ま
く
さ
風

景
街
道
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
大
ま
か
に
は
大
矢
野
島
、
天
草
上
島
、
天
草

下
島
お
よ
び
御
所
浦
の
島
々
の
区
域
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
要
な

ジ
オ
サ
イ
ト
は
図
９
の
お
り
で
あ
る
。
地
質
・
地
形
と
そ
れ
ら
に
も
と
づ

く
風
景
、
化
石
、
自
然
の
生
態
系
、
地
下
資
源
が
も
た
ら
す
石
の
文
化
や

石
材
産
業
な
ど
か
ら
な
る
。こ
の
状
況
を
理
解
し
島
め
ぐ
り
す
る
こ
と
は
、

天
草
の
景
観
の
由
来
や
、
そ
の
姿
の
特
徴
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
、
ジ

オ
パ
ー
ク
運
動
が
目
指
す
保
全
と
教
育
に
適
う
風
景
街
道
の
実
現
に
も
な

る
。 な

お
、
説
明
に
あ
た
り
、
や
む
を
え
ず
専
門
用
語
を
用
い
る
こ
と
も
あ

る
が
、
で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
く
し
た
つ
も
り
で
あ
り
、
我
慢
し
て
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

 （
１
）
な
だ
ら
か
な
地
形
、
砥
石
の
産
地
の
大
矢
野
島 

 

三
角
か
ら
天
草
１
号
橋
を
渡
っ
た
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
標
高
２
２
９
ｍ
の

飛
岳
（
ひ
だ
け
）
が
あ
る
。
こ
れ
が
大
矢
野
島
の
最
高
峰
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
島
全
体
は
比
較
的
な
だ
ら
か
だ
が
、
こ
れ
は
新
し
い
地
層
や
、
火
山
灰
、

火
山
礫
な
ど
の
砕
屑
物
が
広
く
堆
積
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
中
で
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
は
天
草

砥
石
の
採
石
場
が
あ
げ
ら
れ
る
。
火
山
岩
の
一
種
で
あ
る
流
紋
岩
の
貫
入
に
よ
る
白
い
石
や
き
れ
い

な
木
目
状
の
石
で
あ
る
。
砥
石
に
加
え
、
建
材
と
し
て
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
２
）
多
島
海
の
天
草
松
島
と
ケ
ス
タ
地
形
か
ら
な
る
天
草
上
島 

  

大
矢
野
島
と
天
草
上
島
の
間
の
島
々
を
「
天
草
松
島
」
と
呼
ぶ
。
島
の
数
は
約
２
０
だ

が
、
イ
ル
カ
が
海
上
を
飛
び
跳
ね
す
る
か
の
よ
う
に
島
々
が
浮
か
び
、
天
草
２
号
橋
か
ら

５
号
橋
な
ど
の
橋
々
①
が
そ
れ
ら
を
繋
い
で
い
る
。
三
角
港
か
ら
本
渡
に
向
か
う
シ
ー
ク

ル
ー
ズ
は
、
こ
の
島
々
と
橋
々
を
見
な
が
ら
の
楽
し
い
航
海
で
あ
る
。 

さ
て
、
天
草
５
号
橋
を
渡
り
国
道
２
６
６
号
を
進
め
ば
八
代
海
よ
り
の
高
舞
登
山
（
た
か
ぶ
と
や

ま
）
の
展
望
台
、
国
道
３
２
４
号
を
進
め
ば
有
明
海
よ
り
の
千
巌
山
（
せ
ん
が
ん
ざ
ん
）
公
園
の
展

望
所
駐
車
場
ま
で
車
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１
０
参
照
）。
特
に
、
千
巌
山
（
標
高
１
６
２
ｍ
）

㉕ ハクセンシオマネキ 天草砥石 天草陶石 

表 4  天草の地質年表 
0 備　　考

沖積平野
完新世 阿蘇の火砕流 黒崎海岸

洪積世台地
溶岩ドーム 天草砥石

2 大矢野層・伊佐津層 　　　　　　　 湯の島の玄武岩

鮮新世
流紋岩類の岩脈

中新世
22 天草火成岩

漸新世

坂瀬川層 下島北部の黒色頁岩

坂瀬川層群
一町田層 下島河浦

砥石層（峡炭層） 祇園橋の石材

47 本渡層群 下島西側の炭田

教良木層 上島に広く分布

白岳砂岩層（海域で堆積。貨幣石） 白岳砂岩

50 弥勒層群
赤崎層（陸域で堆積。泥岩。

絶滅大型哺乳類）

暁新世
65 上部亜層群（貝化石、イノセラムス）

姫浦層群 高戸の白亜紀化石

85 後期白亜紀 下部亜層群 妙見ヶ浦、軍ヶ浦海岸

（貝化石、アンモナイト、イノセラムス）

98 前期白亜紀 御所浦層群（汽水生貝化石、三角貝、恐竜）御所浦島の恐竜化石

144
桶島、高浜、大江の露頭

×
百
万
年

ジ
ュ

ラ
紀

地　　質地質時代

新
第
三
紀

第
四
紀

古
第
三
紀

白
亜
紀

貫入岩類

高浜変性岩
肥後変成岩
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は
、
天
草
四
郎
が
出
陣
の
宴
を
は
り
、
杓
子
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
と
の
言
い
伝
え
か
ら
手
酌
子
山

と
も
呼
ば
れ
、天
草
松
島
を
訪
ね
た
人
は
、必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
立
ち
寄
る
展
望
公
園
で
あ
る
。 

展
望
所
か
ら
天
草
五
橋
お
よ
び
天
草
松
島
一
帯
①
、
②
が
一
望
で
き
る
。
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
、

海
に
浮
か
ぶ
島
々
を
じ
っ
と
見
入
っ
て
い
る
と
、
ぽ
か
り
ぽ
か
り
浮
か
ぶ
姿
か
ら
、
島
は
こ
う
し
て

生
ま
れ
た
の
か
と
、
国
産
み
神
話
「
大
八
島
国
」
の
話
が
思
い
だ
さ
れ
る
。
ま
た
、
島
原
、
談
合
島

（
湯
島
）、
大
矢
野
島
が
眺
望
さ
れ
、
天
草
の
乱
に
加
わ
っ
た
人
々
の
移
動
ル
ー
ト
を
目
で
追
い
な
が

ら
思
い
に
ふ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

前
後
す
る
が
、
天
草
２
号
橋
を
渡
れ
ば
、
天
草
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
遭
遇
す
る
。
そ
こ
は
、
わ

が
国
最
大
級
の
ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
㉕
の
生
息
地
と
し
て
有
名
な
永
浦
島
で
あ
り
、
有
明
海
側
に

桶
合
島
（
ひ
あ
い
じ
ま
）
が
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
は
カ
ニ
の
一
種
で
、

片
方
の
は
さ
み
が
大
き
く
発
達
し
、
そ
れ
を
潮
騒
で
白
い
扇
子
の
よ
う
に
振
る
姿
に
な
ま
え
の
由
来

が
あ
る
。 

桶
合
島
の
突
端
に
お
に
ぎ
り
の
形
を
し
た
高
杢
（
た
か
も
く
）
島
②
が
あ
る
。
約
３
０
０
万
年
前

の
小
火
山
で
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
固
ま
っ
た
も
の
（
安
山
岩
）
で
あ
る
。
そ
の
整
っ
た
形
か
ら
、
天

草
富
士
と
も
呼
ば
れ
、
通
常
は
海
に
囲
ま
れ
た
島
だ
が
、
干
潮
時
に
砂
州
が
浮
か
び
上
が
り
、
歩
い

て
１
０
分
ほ
ど
で
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。
島
の
中
腹
に
小
さ
い
な
が
ら
も
金
毘
羅
宮
が
あ
り
、
い
わ

ば
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
構
図
だ
が
、
島
に
渡
る

に
は
潮
の
満
ち
引
き
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

も
う
一
つ
、
天
草
上
島
に
地
質
と
地
形
が
絡
む
話
題
の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
国
道
３
２
４
号
を
進
む
と
、
松
島
中
学
校
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
県
道
３
４
号
と
２

つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地
形
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
県
道
に
入
る
と
、
太
郎
丸
岳
、

次
郎
丸
岳
の
兄
弟
名
を
持
つ
山
を
右
手
に
、
鋸
岳
を
左
手
に
見
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
間

の
谷
筋
を
進
む
が
、
そ
の
Ｕ
字
を
な
す
地
形
を
ケ
ス
タ
地
形
と
呼
ん
で
い
る
。
図
に
示

す
通
り
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
大
矢
野
島
南
端
の
県
道
１
０
７
号
や
天
草
上
島
の
松
島
町

今
泉
付
近
か
ら
眺
め
る
と
よ
く
分
か
る
。 

つ
ま
り
、
天
草
上
島
が
東
西
か
ら
押
さ
れ
て
鋸
岳
か
ら
金
毘
羅
岳
方
向
お
よ
び
県
道

３
４
号
の
谷
筋
を
軸
に
、
折
紙
を
折
る
よ
う
な
形
で
隆
起
。
そ
の
後
に
中
央
凸
部
の
割

れ
目
の
多
い
地
層
が
浸
食
を
受
け
て
削
ら
れ
、
谷
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

次
郎
丸
岳
（
標
高
３
９
７
ｍ
）
と
鋸
岳
（
３
４
７
ｍ
）、
白
岳
（
３
７
３
ｍ
）
が
頂
部
に

残
り
、
次
郎
丸
岳
は
有
明
海
側
が
緩
や
か
で
、
県
道
３
４
号
側
は
浸
食
で
切
り
立
つ
急

崖
を
な
し
て
い
る
。 

 （
３
）
陶
石
鉱
床
と
岩
礁
が
織
り
な
す
天
草
下
島 

 

★ 

良
質
の
石
炭
が
採
掘
さ
れ
た
天
草
下
島 

天
草
の
産
業
に
貢
献
し
た
地
下
資
源
は
石
炭
と
陶
石
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
石
炭
は
、
天
草
下
島
で

明
治
以
前
か
ら
採
掘
さ
れ
て
き
た
。
地
図
を
片
手
に
探
る
と
、
志
岐
、
大
岳
・
坂
瀬
川
、
和
久
登
・

涼
松
、
旭
・
今
富
、
魚
貫
・
権
現
山
・
南
天
、
下
須
島
な
ど
の
地
区
に
採
掘
現
場
が
あ
っ
た
が
、
小

規
模
な
が
ら
、
下
島
の
北
か
ら
南
ま
で
の
各
地
で
、
灰
分
が
少
な
い
良
質
な
石
炭
が
掘
ら
れ
た
。 

し
か
し
、
九
州
北
部
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
草
で
も
１
９
７
５
年
ま
で
に
す
べ
て
が
閉
山

し
た
。
現
在
は
一
部
に
そ
の
跡
ら
し
い
も
の
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
重
要
な
遺
跡
は
残
っ
て
い
な
い
。

強
い
て
あ
げ
れ
ば
、
苓
北
町
の
志
岐
炭
鉱
跡
に
石
碑
の
台
座
が
ポ
ツ
ン
と
残
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い

は
、
牛
深
・
魚
貫
（
お
に
き
）
に
天
草
炭
鉱
魚
貫
坑
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ホ
ッ
パ
ー
が
放
置
さ
れ
、

下
須
島
の
小
森
海
岸
の
海
中
に
烏
帽
子
坑
の
坑
口
㉖
が
顔
を
出
し
、
昔
日
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
程
度
で
あ
る
。 

★ 

日
本
の
陶
石
の
八
割
を
産
出
す
る
天
草 

一
方
、
陶
石
鉱
床
は
、
苓
北
町
の
都
呂
々
地
区
か
ら
天
草
市
の
下
田
北
、
下
田
南
、
高
浜
の
西
海

岸
沿
い
の
地
域
、
や
や
内
陸
に
入
っ
た
皿
山
、
金
山
、
一
町
田
、
牛
深
に
至
る
地
域
に
細
長
く
脈
状

天草上島のケスタ地形イメージ図 
寄
り
道 

ケ
ス
タ
地
形 

 

ケ
ス
タ
と
は
ス
ペ

イ
ン
語
で
傾
斜
、
斜
面
を
意
味
す
る
。
固
い
地
層

と
軟
ら
か
い
地
層
が
傾
い
て
互
層
を
な
す
場
合
、

固
い
層
は
浸
食
を
さ
ほ
ど
受
け
ず
、
軟
ら
か
い
層

は
浸
食
で
急
崖
を
な
し
、
波
状
に
連
続
す
る
地
形

と
な
る
が
、
こ
れ
を
ケ
ス
タ
地
形
と
呼
ぶ
。
世
界

的
に
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
が
ケ
ス
タ
地
形
の
急

崖
に
生
じ
た
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
幾
重

に
も
地
層
が
重
な
り
、
中
央
部
に
セ
ー
ヌ
川
が
流

れ
る
パ
リ
盆
地
も
ケ
ス
タ
地
形
で
あ
り
、
九
州
で

は
、
宮
崎
市
と
日
南
市
の
間
の
鰐
塚
山
地
で
、
旧

飫
肥
街
道
（
県
道
２
７
号
）
に
沿
っ
た
双
石
山
（
ぼ

ろ
い
し
や
ま
。
宮
崎
自
然
休
養
林
）
が
ま
た
ケ
ス

タ
地
形
で
あ
る
。 
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を
な
し
て
存
在
し
、
全
国
で
利
用
さ
れ
る
陶
磁
器
原

料
の
８
割
を
天
草
陶
石
が
占
め
る
ほ
ど
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
下
島
の
北
部
（
天

草
郡
苓
北
町
）
お
よ
び
西
海
岸
（
天
草
市
天
草
町
）

に
陶
磁
器
の
窯
元
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
採
掘
現
場
や
そ
の
跡
（
内
田
皿

山
焼
、
高
浜
焼
窯
跡
な
ど
）、
あ
る
い
は
鉱
脈
が
貫
入

し
た
古
い
地
層
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ジ
オ
サ
イ
ト

で
あ
る
。 

★
「
お
っ
ぱ
い
岩
」
と
ト
ン
ボ
ロ
の
富
岡
半
島 

炭
鉱
、
陶
石
以
外
に
も
珍
し
い
岩
石
や
岩
盤
な
ど

の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
り
、
島
の
北
部
や
西
海
岸
沿
い

に
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
道
３
２
４
号
に

沿
っ
て
通
詞
島
が
あ
る
。
そ
の
一
帯
は
坂
瀬
川
層
の

頁
岩
で
、
黒
色
を
し
た
岩
石
か
ら
な
る
海
岸
線
が
続

く
。
そ
う
し
た
中
で
、
苓
北
町
に
入
る
と
干
潮
時
に

み
ら
れ
る
〝
お
っ
ぱ
い
岩
〟
㉗
が
突
然
現
れ
る
。
む

ろ
ん
、車
を
運
転
し
て
い
て
は
見
過
ご
し
が
ち
だ
が
、

看
板
が
あ
る
の
で
注
意
す
れ
ば
気
づ
く
こ
と
が
で
き

る
。 写

真
に
み
る
よ
う
に
、
文
字
通
り
乳
房
形
の
石
灰
質
の
岩
塊
（
直
径
約
１
．
５
ｍ
）
で
あ
る
。
雲

仙
普
賢
岳
の
噴
火
で
飛
ん
で
き
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
実
際
は
周
り
の
頁
岩
が
海
水
な
ど
の
作
用
で

取
り
除
か
れ
、
硬
い
岩
が
取
り
残
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
長
い
年
月
を
経
て
自
然
に
で

き
た
形
と
想
像
さ
れ
る
が
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
た
も
の
と
自
然
の
神
秘
に
魅
せ

ら
れ
る
。 

続
い
て
、
富
岡
半
島
。
こ
れ
は
陸
繋
島
で
あ
る
。
そ
の
砂
州
を
先
に
進
ん
で
島
に
至
り
富
岡
城
跡

に
登
る
と
、
急
峻
な
地
形
の
上
に
城
の
一
部
を
復
元
し
た
富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
㉘
が
あ
る
。
天

草
・
島
原
の
乱
に
際
し
、
天
草
四
郎
率
い
る
百
姓
た
ち
が
攻
め
あ
ぐ
ね
た
状
況
が
そ
の
地
形
か
ら
一

目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
た
、
鳥
の
く
ち
ば
し
の
よ
う
な
形
を
し
た
砂
嘴
（
さ
し
）
➃
や
砂
州
は
富
岡
港

の
天
然
の
堤
防
を
な
す
景
観
で
あ
る
。
こ
れ
は
砂
州
で
富
岡
半
島
が
で
き
、
沿
岸
流
が
半
島
を
回
り

込
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
砂
嘴
が
自
然
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。 

★ 

わ
が
国
初
の
海
域
公
園
な
ど 

㉖ 海中から顔を出す小森海岸の鳥帽子坑の坑口 

㉗ おっぱい岩(苓北町坂瀬川、国道 389 号沿い） ㉘ 富岡城址に建つ富岡ビジターセンター(苓北町)） 

㉙ 十三仏公園の夕日（碑は与謝野鉄幹、晶子の歌） ㉚ 天草西海岸を行く（鬼海ヶ浦） 
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富
岡
半
島
の
西
側
海
岸
に
回
れ
ば
、
我
が
国
最
初
の
海
域
公
園
（
１
９
７
０
年
指
定
）
が
あ
る
（
図

１
２
）。
半
島
全
体
が
ジ
オ
サ
イ
ト
富
岡
海
域
公
園
だ
が
、
そ
の
一
大
拠
点
を
な
す
。
西
の
突
端
の
四

季
咲
岬
で
は
ハ
マ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
、
ハ
マ
オ
モ
ト
な
ど
の
花
が
四
季
折
々
に
咲
き
、
苓
北
町
を
初
め
て

訪
れ
た
多
く
の
人
が
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
寄
り
道
を
し
て
い
る
。 

富
岡
港
か
ら
は
、
国
道
３
２
４
号
と
の
重
複
区
間
（
鬼
池
港
・
富
岡
港
間
）
が
終
わ
り
、
国
道
３

８
９
号
単
独
と
な
っ
て
下
田
温
泉
に
至
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
明
治
の
文
学
青
年
達
の
「
五
足
の
靴
」

が
た
ど
っ
た
コ
ー
ス
で
あ
る
。
夕
日
が
き
れ
い
な
「
天
草
西
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
主
要
区

間
で
も
あ
り
、
下
田
か
ら
﨑
津
ま
で
、
波
の
浸
食
で
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
な
す
岩
礁
と
海
辺
、
夕
陽
が

織
り
な
す
光
景
は
、
他
所
で
味
わ
え
な
い
ジ
オ
サ
イ
ト
で
あ
る
。
下
田
、
鬼
海
ヶ
浦
㉚
、
妙
見
ヶ
浦

⑦
、
十
三
仏
公
園
㉙
な
ど
と
随
所
に
展
望
所
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
か
ら
の
断
崖
絶
壁
、
岩
礁
の
眺

め
は
、
足
が
す
く
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
が
、
自
然
の
力
と
逞
し
さ
を
思
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
十
三
仏
は
近
く
に
十
三
仏
堂
が
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。 

 

天
草
の
十
三
仏
の
や
ま
に
見
る 

海
の
入
日
と 
む
ら
さ
き
の
波 

 
 

（
与
謝
野
鉄
幹
） 

 羊
角
湾
の
入
口
に
あ
る
軍
ヶ
浦
は
、
地
層
で
い
え
ば
姫
浦

層
群
で
あ
る
が
、
そ
の
上
部
の
汽
水
域
境
界
と
思
え
る
海
岸

か
ら
約
７
０
０
０
万
年
前
の
草
食
恐
竜
の
足
跡
や
歯
の
化
石

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
﨑
津
の
目
の
前
に
広
が
る
羊
角
湾
は
、
山
地
が
そ

の
ま
ま
海
に
潜
り
込
む
リ
ア
ス
式
海
岸
で
あ
る
。
い
く
つ
か

の
肢
湾
に
分
か
れ
羊
の
角
の
よ
う
な
形
を
な
し
て
い
る
が
、

幅
も
狭
く
、
奥
深
い
こ
と
か
ら
、
北
欧
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
似

た
景
観
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い(

写
真
㉛)

。 

国
道
３
８
９
号
を
さ
ら
に
進
め
ば
、
河
浦
町
白
木
河
内
の

交
差
点
で
国
道
２
６
６
号
に
合
流
。
そ
こ
か
ら
南
下
し
て
路

木
を
過
ぎ
る
と
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
県
道
３
５
号
線
に
入

る
。
魚
貫
、
渕
浦
、
そ
し
て
牛
深
公
園
を
経
て
牛
深
港
に
至

る
（
図
１
３
）。 

そ
こ
で
き
れ
い
な
弧
を
描
く
牛
深
ハ
イ
ヤ
大
橋
㊷
を
渡
れ

ば
天
草
南
端
の
下
須
島
で
あ
る
。
道
幅
が
狭
く
、
曲
が
り
く

ね
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
注
意
深
い
運
転
が
必
要
だ
が
、
複

雑
に
入
り
込
ん
だ
島
の
形
と
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
の
海
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
や
岩
礁
、
あ
る
い
は
海
中

炭
鉱
の
跡
㉖
（
牛
深
小
森
地
区
）
な
ど
の
ジ
オ
サ
イ
ト
に
遭
遇
す
る
。
海
に
潜
れ
ば
色
と
り
ど
り

の
サ
ン
ゴ
礁
の
群
生
、
鮮
や
か
な
色
を
し
た
熱
帯
魚
が
鑑
賞
で
き
る
。 

下
須
島
の
南
端
の
地
形
は
２
本
の
角
（
つ
の
）
を
な
す
よ
う
に
二
股
に
分
か
れ
る
が
、
小
森
か

ら
そ
の
付
け
根
と
も
い
え
る
砂
月
海
岸
ま
で
戻
り
、
も
う
一
方
の
角
の
南
端
に
向
か
え
ば
鶴
葉
山

公
園
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
行
く
に
は
、
一
部
で
幅
が
狭
く
、
車
１
台
が
や
っ
と
通
れ
る
道
を

た
ど
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

（
４
）
一
億
年
前
の
恐
竜
化
石
が
見
ら
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
島
・
御
所
浦 

 

天
草
市
に
合
併
す
る
以
前
の
旧
御
所
浦
町
は
、全
体
が
１
８
の
島
々
か
ら
な
る
ま
ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
有
人
島
は
御
所
浦
島
、
牧
島
、
横
浦
島
の
３
島
で
あ
る
。
な
お
、
御
所
浦
と
は
天
草
に

あ
っ
て
ど
う
し
て
と
思
え
る
島
名
だ
が
、
１
７
０
０
年
程
前
、
景
行
天
皇
が
九
州
西
側
巡
幸
の
際

に
用
い
た
港
に
由
来
し
御
所
浦
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

御
所
浦
の
島
々
で
は
、
八
代
海
側
は
約
１
億
年
以
上
前
の
御
所
浦
層
群
、
西
よ
り
の
牧
島
や
横

御所浦港で恐竜（模型）が出迎え 

㉜ アンモナイト館のアンモナイト化石（牧島） 

㉛ フィヨルドに似た羊角湾の風景 
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浦
島
は
姫
浦
層
群
や
弥
勒
層
群
、
本
渡
層
群
と
い
っ
た
中
世
代
・
後
期

白
亜
三
紀
の
地
層
が
分
布
し
て
い
る
（
図
１
３
）。
し
た
が
っ
て
、
御
所

浦
島
か
ら
は
恐
竜
の
化
石
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
が
、
牧
島
か
ら
は

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
（
現
生
オ
ウ
ム
ガ
イ
に
似
た
螺
旋
型
の
貝
で
、
エ
ジ
プ

ト
神
話
の
太
陽
神
に
因
む
名
で
あ
る
）
や
１
０
種
類
以
上
に
及
ぶ
大
型

ほ
乳
類
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
横
浦
島
で
は
、
海
底
か

ら
姫
浦
層
群
が
隆
起
し
、
恐
竜
時
代
の
地
層
と
哺
乳
類
時
代
の
そ
れ
が

上
下
に
重
な
り
、
そ
の
中
間
の
時
代
が
断
絶
し
た
不
整
合
な
露
頭
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。 

牧
島
の
ニ
ガ
キ
化
石
公
園
に
展
示
さ
れ
た
密
集
し
た
貝
の
化
石
や
恐

竜
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
眺
め
て
い
る
と
、
８
、
９
千
万
年
以
上
前
と
は

い
え
、
こ
う
し
た
島
々
で
恐
竜
が
跋
扈
し
、
大
型
の
貝
が
生
息
し
た
こ

と
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、不
思
議
の
国
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島（
エ
ク
ア
ド
ル
）

を
訪
ね
る
に
似
た
思
い
で
あ
る
。 

一
方
、
御
所
浦
港
の
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
天
草
市
立
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館
（
０
９
６
９-

６
７-

２
３
５
９
）
が

あ
る
。
発
掘
さ
れ
た
白
亜
紀
の
恐
竜
の
歯

や
古
第
三
紀
の
化
石
な
ど
約
１
０
０
０
点

が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
立
ち
寄
る
と
よ
い
。 

御
所
浦
島
に
隣
接
す
る
牧
島
は
今
で
は
橋
で
つ
な
が
り
、
合
わ
せ

て
も
そ
う
道
の
り
で
な
く
、
貸
自
転
車
で
の
回
遊
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
海
に
面
す
る
絶
壁
な
ど
に
恐
竜
の
化
石
が
あ
り
、
ア
ク
セ

ス
で
き
な
い
個
所
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と

ま
れ
ば
、
海
上
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
島
の
周
遊
も
考
え
ら
れ
、
ビ
ッ
グ

な
海
上
の
寄
り
道
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

重
要
な
風
景
要
素
に
も
と
づ
く
テ
ー
マ
以
外
に
も
、
天
草
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
が
あ
る
。
各
地
に
恵
み
の
ジ
オ
サ
イ
ト
と
も

い
え
る
温
泉
地
や
温
泉
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、先
に
紹
介
し
た
通
詞
島
、

富
岡
半
島
、
崎
津
・
今
富
な
ど
を
含
め
て
、
都
市
と
は
全
く
異
な
る

島
の
集
落
や
生
活
、
暮
ら
し
を
じ
っ
く
り
見
て
回
り
、
他
で
味
わ
い

え
な
い
故
郷
体
験
の
風
景
街
道
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て

島
々
の
海
辺
に
は
、
海
水
浴
場
、
釣
り
場
が
あ
り
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
メ
ッ
カ
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
内
陸
は
、
最
高
峰
の
倉
岳
（
天

草
上
島
）
で
も
標
高
６
８
２
ｍ
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
山
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
オ
ル
レ
に
適
し
、

巨
岩
な
す
山
頂
や
、
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
展
望
で
き
る
。
な
か
に
は
山
頂
あ
る
い
は
そ
の
近
く

ま
で
車
で
登
れ
る
山
も
あ
る
。 

要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
諸
内
容
を
含
め
、
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
島
々
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
寄
り
道

し
な
が
ら
風
景
や
歴
史
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、
風
習
な
ど
を
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
こ
そ
が
「
あ

ま
く
さ
風
景
街
道
」
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
以
下
、
五
～
八
章
は
そ
う
し
た
内
容
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

 
 

―
―
― 

「
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
」
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
を
行
く 

―
―
― 

 

五 

八
代
海
に
面
し
た
大
矢
野
島
・
天
草

上
島
を
行
く 

 

１ 

世
界
遺
産
「
三
角

西
（
旧
）
港
」
か
ら
天

草
五
橋
を
渡
る 

  

二
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
矢
野

島
に
渡
る
直
前
の
国
道
２
６
６
号
沿

い
の
三
角
東
港
（
Ｊ
Ｒ
三
角
駅
に
隣

接
）
か
ら
少
し
熊
本
市
に
戻
る
よ
う

に
国
道
５
７
号
を
進
ん
だ
と
こ
ろ
に

三
角
西
（
旧
）
港
⑨
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
野
蒜
（
の
び
る
）
港
（
宮
城
県
）、

三
国
港
（
福
井
県
）
と
と
も
に
明
治

三
大
築
港
の
一
つ
で
あ
る
。
明
治
２

０
年
（
１
８
８
７
年
）、
オ
ラ
ン
ダ
人

水
利
工
師
ロ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ル
ス
ト
・

ム
ル
ド
ル
の
設
計
で
、
国
際
貿
易
港
、

あ
る
い
は
水
深
が
浅
い
島
原
口
之
津

図 10 上天草市を行く 
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港
に
代
わ
る
三
池
炭
鉱
の
石
炭
の
積
み
出
し
港
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。 

小
山
秀
（
英
之
進
）
率
い
る
天
草
の
下
浦
石
工
達
が
建
設
し
た
石
積
埠
頭 (

７
５
６
ｍ)

、
東
西
の

排
水
路
、
石
橋
（
壱
之
橋
、
弐
之
橋
、
参
之
橋
、
中
之
橋
）
➈
は
、
い
ず
れ
も
国
指
定
重
要
文
化
財

で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
旧
三
角
海
運
倉
庫
、
龍
驤
（
り
ゅ
う
じ
ょ
う
）
館
（
明
治
天
皇
即
位
５
０
周

辺
記
念
に
建
て
ら
れ
た
洋
館
で
、
旧
郡
立
図
書
館
と
し
て
も
利
用
）、
九
州
海
技
学
院
（
旧
宇
土
郡
役

所
）、
法
の
館
（
旧
三
角
簡
易
裁
判
所
）
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
国
の
有
形
文
化
財
で

あ
る
。 

確
か
に
港
の
機
能
は
三
角
東
港
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
三
国
港
（
現
在
の
福
井
港
）
は
一
部
に
も

と
の
姿
を
残
し
な
が
ら
も
地
方
港
湾
と
し
て
の
近
代
化
が
進
み
、ま
た
野
蒜
港
が
姿
を
消
し
た
い
ま
、

三
角
西
（
旧
）
港
は
も
と
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
た
だ
一
つ
の
貴
重
な
明
治
の
港
遺
産
で
あ
る
。
宇

土
半
島
を
経
由
し
て
天
草
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
は
、
そ
の
表
玄
関
と
も
い
え
る
本
世
界
文
化
遺
産

に
是
非
と
も
立
ち
寄
る
こ
と
を
お
奨
め
す
る
。 

世
界
文
化
遺
産
・
三
角
西
港
と
現
在
の

三
角
港
の
中
間
に
天
門
橋（
天
草
一
号
橋
）

お
よ
び
天
城
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
渡
れ
ば
大
矢
野
島
だ
が
、
そ

の
中
間
点
か
ら
や
や
松
島
寄
り
に
進
ん
だ

と
こ
ろ
の
天
草
四
郎
公
園
に
天
草
四
郎
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺

品
、
天
草
島
原
の
乱
関
係
を
映
像
化
し
た

作
品
や
資
料
が
あ
る
。
ま
た
、
隣
接
し
た

高
台
に
天
草
四
郎
の
像
⑮
と
墓
石
が
建
っ

て
い
る
（
１
５
ペ
ー
ジ
の
寄
り
道
参
照
）。 

さ
ら
に
進
ん
で
、
天
草
五
橋
の
二
号
橋

を
渡
る
と
、
上
天
草
市
松
島
町
に
入
る
。

二
号
橋
か
ら
五
号
橋
①
ま
で
は
連
続
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
橋
の
た
も
と
に
は
車
を
停
め

て
撮
影
で
き
る
景
観
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、

海
に
浮
か
ぶ
島
々
の
景
観
の
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
な
変
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
い

ま
か
ら
５
０
年
前
、
橋
建
設
の
夜
明
け
の

中
で
、
新
技
術
を
諸
外
国
に
学
び
な
が
ら

工
事
に
携
わ
っ
た
わ
が
国
の
土
木
技
術
者

た
ち
の
新
た
な
挑
戦
を
思
い
浮
か
べ
、
パ
チ
リ
、
パ
チ
リ
と
撮
影
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
あ
げ
る

の
も
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

天
草
上
島
・
松
島
の
合
津
港
（
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
観
光
、
０
９
６
９-

５
６
‐
０
６
７
８
）
や
前
島
（
シ

ー
ク
ル
ー
ズ
、
０
９
６
９
‐
５
６
‐
２
４
５
８
）
か
ら
は
、
天
草
五
橋
巡
り
の
遊
覧
船
が
１
日
数
回

出
航
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。
所
要
時
間
は
約
３
０
～
４
０
分
だ
が
、

島
々
と
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
橋
を
海
上
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
天
気
が
良
け
れ
ば
誠
に
素
晴
ら
し
い

眺
め
で
あ
る
。
ま
た
、
港
周
辺
に
は
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
海
水
浴
場
、
展
望
所
な
ど
様
々
な
施
設
が

あ
り
、
地
域
全
体
が
ま
さ
に
風
景
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
十
分
に
楽
し
む
と
よ
い
。 

 

２ 

天
草
上
島
の
国
道
２
６
６
号
を
行
く 

  

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
国
道
２
６
６
号
は
、
国
道
３
２
４
号
と
松
島
で
分
岐
し
、
一
方
は
メ
イ

ン
ル
ー
ト
の
国
道
３
２
４
号
（
天
草
タ
コ
街
道
、
二
章
２
節
）
で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
資
源
は
天
草

島
原
の
乱
で
あ
り
、
す
で
に
三
章
に
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
も
う
一
方
の
国
道
２
６
６
号

を
周
回
す
る
と
し
て
、
松
島
か
ら
棚
底
へ
と
順
を
追
い
な
が
ら
説
明
を
加
え
よ
う
。 

天
草
上
島
を
八
代
海
に
沿
っ
て
南
下
し
、
高
舞
登
山
（
標
高
１
１
７
ｍ
）
か
ら
鋸
嶽(

標
高
３
４
３

ｍ)

、
白
嶽
（
標
高
３
７
３
ｍ
）
に
至
る
尾
根
筋
に
九
州
自
然
歩
道
「
天
草
観
海
ア
ル
プ
ス
」
が
あ
る
。

八
代
海
を
眺
望
し
つ
つ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
り
、
全
長
を
歩
け
ば
一
日
コ
ー
ス
だ
が
、
途

中
に
い
く
つ
か
の
登
山
道
が
あ
る
。
こ
の
た
め
長
短
ど
の
よ
う
に
も
な
り
、
体
力
に
合
わ
せ
て
歩
く

こ
と
が
で
き
る
。 

 

国
道
２
６
６
号
を
天
草
上
島
の
中
ほ
ど
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
す
れ
ば
、
牟
田
漁
港
。
そ
れ
を
過
ぎ
た
と

こ
ろ
で
右
折
し
、
白
嶽
森
林
公
園
方
面
へ
進
み
、 

林
道
白
岳
線
か
ら
林
道
矢
岳
線
に
入
れ
ば
、
矢
岳

神
社
の
少
し
手
前
で
矢
岳
巨
石
群
遺
跡
㉝
に
遭
遇
す
る
（
上
天
草
市
姫
戸
町
姫
浦
５
３
９
５
‐
２
付

近
）。
誰
が
何
の
た
め
に
彫
っ
た
の
か
謎
で
あ
る
が
、
大
き
い
も
の
で
３
０
㎝
程
度
の
盃
状
の
穴
が
連

環
す
る
巨
石
も
あ
る
。
そ
の
姿
か
ら
、
ド
ク
ロ
岩
、
宇
宙
船
岩
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
巨
大
な
支

石
墓
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
数
千
年
以
上
も
前
の
古
代
人
の
手
に
よ
る
と
信

じ
ら
れ
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
風
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

 

再
び
国
道
２
６
６
号
に
戻
り
南
下
す
れ
ば
、
永
目
港
近
く
の
永
目
神
社
に
ご
神
木
の
ア
コ
ウ
の
大

木
が
茂
り
、
樹
齢
３
０
０
年
以
上
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
進
む
と
姫
戸
港
、
二
間
戸
港
な
ど
、

津
々
浦
々
に
港
や
漁
港
が
あ
る
。
続
い
て
、
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
や
天
草
市
の
倉
岳
町
に
入
れ
ば
、

龍
ヶ
岳
へ
の
山
道
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
車
で
２
０
分
ほ
ど
登
れ
ば
山
頂
近
く
の
ミ
ュ
ー
イ
天
文
台（
０

９
６
９
‐
６
３
‐
０
４
６
６
）
に
至
る
。 

世界文化遺産「明治の産業近代化遺産」における三角西港 
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ミ
ュ
ー
イ
と
は
聞
き
な
れ
な
い
が
、
星
を
「
み

よ
う
」
の
方
言
「
み
よ
ー
い
」
に
由
来
す
る
命
名

で
あ
る
。
口
径
５
０
㎝
の
本
格
的
な
カ
セ
グ
レ
ン

式
反
射
型
望
遠
鏡
を
備
え
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が

あ
る
。
近
く
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

夏
に
な
る
と
、
子
供
と
と
も
に
新
星
発
見
の
夢
を

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

他
方
、
龍
が
岳
と
は
反
対
に
、
国
道
沿
い
（
旧

道
）
の
高
戸
海
水
浴
場
か
ら
左
折
し
、
椚
島
（
く

ぐ
し
ま
）経
由
で
橋
を
渡
れ
ば
樋
島（
ひ
の
し
ま
）

に
至
る
。
そ
の
東
海
岸
に
外
平
（
ほ
か
ひ
ら
）
海

浜
自
然
観
察
公
園
が
あ
る
。
手
つ
か
ず
の
海
浜
が

そ
の
ま
ま
残
る
秘
境
で
あ
り
、
近
く
の
島
が
干
潮

時
に
砂
で
つ
な
が
る
ト
ン
ボ
ロ
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
自
然
の
営
み
を
観
察
す
る

に
適
し
大
変
貴
重
な
で
あ
る
。 

国
道
２
６
６
号
を
さ
ら
に
た
ど
り
小

屋
河
内
漁
港
、
大
道
港
に
至
る
と
、
島

の
人
々
が
自
然
の
地
形
を
上
手
に
生
か

し
暮
ら
し
て
い
る
と
の
印
象
を
受
け
、

そ
う
す
る
う
ち
に
上
天
草
市
と
天
草
市

の
市
境
に
至
り
、
棚
底
港
に
達
す
る
。

そ
こ
で
国
道
か
ら
倉
岳
の
麓
よ
り
に
少

し
入
っ
た
尾
根
筋
に
向
か
う
と
、
棚
底

城
跡（
国
指
定
史
跡
、天
草
市
倉
岳
町
）

が
あ
る
。
そ
の
昔
、
栖
本
氏
と
上
津
浦

氏
が
激
し
く
領
土
争
い
を
し
た
城
跡
で

あ
る
が
、
幾
度
と
な
く
城
館
を
築
い
た

こ
と
か
ら
、
８
つ
の
曲
輪
が
繋
が
る
連

郭
タ
イ
プ
の
珍
し
い
形
式
で
あ
る
。 

図
１
１
に
み
る
よ
う
に
、
棚
底
城
の

南
側
に
棚
底
川
が
流
れ
、
棚
底
湾
に
向

け
て
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、一
帯
が
古
第
三
紀
教
良
木
層
で
、

崩
れ
や
す
い
頁
岩
と
砂
岩
の
互
層
を
な

し
、
そ
の
浸
食
が
激
し
い
こ
と
か
ら
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

い
う
ま
で
も
な
く
扇
状
地
の
上
に
は

田
畑
が
展
開
、
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
で
は
自
然
石
を
用
い
て

家
々
の
周
り
に
高
い
防
風
石
垣
が
築
か

れ
た
大
変
珍
し
い
風
景
㉞
に
出
会
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
倉
岳
お
ろ
し
と

呼
ば
れ
る
北
風
よ
け
に
敷
地
の
北
東
、

北
西
に
築
か
れ
え
た
も
の
で
、
高
い
も

の
に
な
る
と
軒
先
に
達
し
、
強
い
風
に

㉝ 何を意味するのか？ 矢岳巨石群（上天草市姫戸町矢岳神社周辺） 

図 11 棚底地区の城跡と主な防風石垣の地域（天草市倉岳町） 

㉞ 棚底地区の家屋を囲む防風石垣 
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耐
え
る
よ
う
に
幅
広
い
石
組
み
を
工
夫
す
る
一
方
で
、
風
通
し
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
や
積
み
方
に
地
域
の
人
々
の
知
恵
が
感
じ
ら
れ
る
。ま
た
、隣
り
合
っ
て
石
垣
を
な
す
こ
と
か
ら
、

集
落
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
巨
大
な
迷
路
の
よ
う
で
あ
り
、
現
地
の
案
内
看
板
を
頼
り
に
注
意
深
く

石
垣
囲
い
の
屋
敷
群
を
楽
し
む
と
よ
い
。 

図
１
１
に
示
す
よ
う
に
、
石
垣
囲
い
の
集
落
は
、
概
略
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
、
全
部
回

っ
て
も
２
、
３
時
間
程
度
の
歩
き
で
あ
る
が
、
棚
底
城
の
見
学
つ
い
で
な
ら
ば
地
区
１
を
、
天
草
市

倉
岳
支
所
に
車
を
止
め
れ
ば
地
区
２
、
３
を
主
に
し
て
見
る
と
よ
い
。
経
済
的
、
効
率
的
で
は
あ
る

が
殺
風
景
な
現
代
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
塀
に
比
し
て
、
人
の
営
み
と
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た

自
然
石
の
石
垣
で
あ
り
、
地
域
資
源
を
生
か
し
、
特
色
あ
る
ま
ち
中
で
暮
ら
す
こ
と
の
意
義
や
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
が
改
め
て
問
わ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。 

 六 

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
天
草
下

島
北
部
を
寄
り
道
す
る 

  

天
草
下
島
北
部
は
、
四
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
草
の
乱
と
ジ
オ
サ
イ
ト
の
島
だ
が
、
こ
れ
に
、

天
草
の
乱
後
の
天
領
と
し
て
の
歴
史
、
石
橋
め
ぐ
り
な
ど
が
追
加
で
き
る
。
つ
ま
り
、
風
景
街
道
の

旅
は
陸
上
の
ド
ラ
イ
ブ
と
海
上
遊
覧
船
の
組
み
合
わ
せ
と
な
り
、
あ
ま
く
さ
風
景
街
道
巡
り
を
一
層

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
１
２
）。 

１ 

石
橋
と
中
世
の
城
跡 

天
草
は
石
材
の
採
掘
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
て
江
戸
や
明
治
時
代
、
天
草
に
も
石
橋
が
作

ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
御
領
、
松
島
、
岩
谷
、
飛
岳
、
下
浦
の
各
地
区
で
石
材
が
産
出
し
、
そ
う
し
た

場
所
に
石
工
集
団
が
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
、
世
界
遺
産
・
三
角
西
（
旧
）
港
⑨
は
も
と
よ
り
、
長
崎

居
留
地
の
護
岸
や
オ
ラ
ン
ダ
坂
、
西
洋
館
、
大
浦
天
主
堂
の
普
請
に
活
躍
し
、
あ
る
い
は
島
内
で
も

多
く
の
石
橋
な
ど
の
建
設
を
行
っ
た
。 

天
草
で
現
在
残
る
主
な
石
橋
は
１
３
基
。
小
規
模
な
も
の
を
除
く
と
表
５
の
と
お
り
で
あ
る
。
タ

イ
プ
と
し
て
は
、
脚
式
ア
ー
チ
と
単
円
の
眼
鏡
型
の
２
通
り
が
あ
り
、
前
者
は
天
草
の
乱
の
激
戦
跡

の
町
山
口
川
に
か
か
る
祇
園
橋
（
国
指
定
重
要
文
化
財
。
天
草
市
中
央
新
町
・
船
の
尾
町
）
㉟
で
あ

る
。
長
さ
は
２
９
ｍ
、
幅
は
３
．
３
ｍ
で
、
３
０
㎝
の
角
柱
を
５
列
９
行
に
並
べ
て
桁
を
支
え
ア
ー

チ
状
に
並
べ
る
珍
し
い
構
造
で
あ
る
。
切
支
丹
殉
教
戦
二
百
年
祭
を
期
に
、
下
浦
産
の
石
材
砂
岩
を

用
い
、
下
浦
の
石
屋
辰
右
衛
門
が
建
設
し
た
。 

残
る
５
つ
は
ア
ー
チ
橋
そ
の
も
の
だ
が
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
楠
浦
の
眼
鏡
橋(

県
指
定
文
化
財
。

天
草
市
楠
浦
町
字
中
田
原)

㊱
が
あ
り
、
１
８
７
８
年
の
建
設
で
あ
る
。
橋
長
２
６
ｍ
、
橋
巾
３
ｍ
で
、

や
は
り
下
浦
産
の
石
材
砂
岩
を
用
い
、
下
浦
の
石
工
末
次
ら
の
手
の
よ
る
も
の
だ
が
、
建
設
期
間
は

８
０
日
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

図 12 天草下島北部（本渡、五和、富岡、下田）を行く 

橋の名称 形式 橋長 橋幅 建設年 場所 河川名 備考

祇園橋 多脚式 28.6 3.3 天宝3年（1832） 天草市船之尾町 町山口川 国指定重要文化財

楠浦の眼鏡橋 アーチ 26.3 3 明治11年(1878) 天草市楠木浦町 方原川 県指定重要文化財

志安橋 アーチ 8.8 3 明治15年(1882）天草市亀場町食場 宇土川 市指定文化財

施無畏橋 アーチ 22 3.4 明治15年(1882）天草市本渡町本渡 町山口川 無量庵（寺）参道、県指定重文

市ノ瀬橋 アーチ 22.2 4.6 明治23年頃 天草市本町下河内 広瀬川

轟橋 アーチ 12.5 5.5 大正3年（1914）天草市河浦町今村 今田川 石炭運搬のため架設

寺橋（無量寺橋）アーチ 8.15 2.8 明治26年(1896）天草市久玉町 吉辺川

表 5 天草の石橋一覧 
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こ
れ
ら
の
石
橋
は
と
も
に
車
は
通
れ
な
い
が
、
歩

け
ば
丹
念
な
石
斧
の
刻
み
、
被
覆
さ
れ
た
土
の
柔
ら

か
さ
が
靴
底
を
介
し
て
感
じ
ら
れ
、
天
草
石
工
た
ち

の
汗
の
結
晶
が
伝
わ
る
。 

中
世
の
城
と
し
て
、
天
草
五
人
衆
が
築
い
た
も
の

の
一
つ
が
天
草
氏
の
本
渡
城(

天
草
市
本
渡
町)

で
あ

る
。
こ
の
城
は
、
本
城
で
は
な
い
が
歴
史
の
節
目
に

登
場
し
た
重
要
な
城
で
あ
り
、
標
高
７
６
ｍ
の
尾
根

筋
に
作
ら
れ
、
本
丸
を
３
方
か
ら
曲
輪
が
囲
み
、
現

在
の
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
の
位
置
に
二
の
丸
が
あ
っ

た
。
国
人
一
揆
に
際
し
、
天
草
種
元
は
こ
こ
に
籠
城

し
た
が
、
加
藤
清
正
・
小
西
行
長
勢
に
攻
め
落
と
さ

れ
た
。
こ
の
た
め
、
城
の
遺
跡
と
し
て
現
在
見
る
も

の
は
殆
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
か
ら
島
原
湾
を
背

景
に
本
渡
の
ま
ち
が
眺
望
で
き
る(

写
真
㊲)

。 

志
岐
氏
の
志
岐
城
（
苓
北
町
内
田(

城
山)

）
も
現

状
は
本
渡
城
に
同
様
で
あ
る
。
若
干
の
土
塁
、
礎
石

の
痕
跡
は
あ
る
が
、
現
状
は
公
園
で
あ
り
、
中
世
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
散
策
す
る
と
よ
い
。
他
に
、
富

岡
城
の
復
元
が
挙
げ
ら
れ
、
最
も
よ
く
残
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
章
に
紹
介
し
た
と
お
り

で
あ
る
。 

 

２ 

鈴
木
重
成
代
官
と
鈴
木
神
社 

 

天
草
の
乱
後
、
天
草
の
領
地
は
唐
津
藩
か
ら
没
収

さ
れ
天
領
と
な
り
、
そ
の
最
初
の
代
官
と
し
て
赴
任

し
た
の
が
鈴
木
重
成
㊴
で
あ
る
。
三
河
出
身
で
、
徳

川
の
幕
臣
と
し
て
関
ヶ
原
で
戦
い
、
そ
の
後
の
原
城

攻
撃
に
も
参
加
し
、
そ
の
武
功
で
代
官
に
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。
天
草
の
復
興
に
取
り
組
み
、
島
民
達
に

と
っ
て
鈴
木
重
成
な
ど
は
か
け
が
え
の
な
い
恩
人
と

な
り
、
今
で
も
島
の
各
地
で
ま
つ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
兄
の
禅
僧
正
三
（
し
ょ
う
さ
ん
）
師
㊴

と
共
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
撲
滅
の
受
け
皿
づ
く
り
に
社
寺
（
天
草
市
本
渡
町
の
明
徳
寺
㊳
な
ど
）
を
建

立
し
、
ま
た
戦
災
復
興
に
努
力
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
改
め
て
の
検
地
で
天
草
の
石
高
が
実
収
に
あ

わ
ず
半
分
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
表
向
き
４
万
２
千
石
で
あ
っ

た
が
、
実
際
は
そ
の
半
分
の
２
万
１
千
石
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
幕
府
に
直
訴
し
た
も
の
の
認
め
ら

れ
な
い
ま
ま
に
亡
く
な
っ
た
。
直
訴
の
責
任
を
取
っ
て
自
殺
し
た
と
よ
く
語
ら
れ
る
が
、
実
際
は
病

没
で
は
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
。
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
養
子
で
２
代
目
の
代
官
と
な
っ

た
重
辰
（
し
げ
と
き
）
で
、
訴
え
続
け
、
１
６
５
９
年
に
な
り
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
島
の
人
達
は
鈴
木
代
官
ら
３
人
の
遺
徳
を
忘
れ
ま
い
と
、
重
成
、
正
三
、

重
辰
の
三
公
を
島
の
守
り
神
と
し
、
各
地
に
鈴
木
神
社
を
建
て
未
だ
に
崇
拝
し
、
そ
の
主
殿
が
天
草

市
本
町
の
鈴
木
神
社
㊵
で
あ
る
。
伝
え
ら
れ
て
い
る
天
領
音
頭
の
一
節
を
紹
介
す
れ
ば
、 

 

㉟ 珍しい多柱式アーチ石橋の祇園橋 ㊱ 楠浦のアーチ石橋 

㊲ 城山公園から天草の中心市街地本渡町を望む 

㊳ 明徳寺の山門と仁王像（天草市本渡町） 



27 
 

「
四
郎
の
夢
も
命
に
代
え
て 

茨
の
道
に

灯
を
と
も
す 

灯
を
と
も
す 

天
領
天
草
鈴
木
さ
ま
、
鈴
木
さ
ま 

天

領
天
草
鈴
木
さ
ま
、
鈴
木
さ
ま
」。 

 

鈴
木
重
成
公
の
像
が
富
岡
城
の
上
り
口
に
、

鈴
木
兄
弟
の
像
が
富
岡
城
に
、
兄
弟
に
重
辰

公
を
加
え
た
像
が
国
道
３
２
４
号
沿
い
の
天

草
信
用
金
庫
本
店 (

天
草
市
太
田
町) 

横
に

あ
る
。
よ
そ
者
に
は
、
一
代
官
に
ど
う
し
て

そ
こ
ま
で
と
映
る
だ
ろ
う
が
、
当
時
の
年
貢

の
苛
酷
さ
が
そ
れ
ほ
ど
に
酷
い
も
の
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
天
草
島
原
の
乱
に
な
っ
た
と
も

い
え
、
乱
の
後
に
三
河
か
ら
や
っ
て
き
た
代

官
の
働
き
に
恩
を
報
い
た
い
島
の
人
た
ち
の

気
持
ち
を
如
実
に
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。 

 ３ 

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
㊶
は
、
通
詞
島
沖

合
に
生
息
す
る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
を

船
上
か
ら
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
島
原
湾

の
湾
口
部
に
住
み
着
い
て
い
る
イ
ル
カ
が
多

数
で
群
れ
を
な
し
、
船
に
並
走
し
な
が
ら
、

波
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
飛
び
跳
ね
る
さ
ま
は
、

水
族
館
の
手
な
ず
け
た
シ
ョ
ー
と
は
全
く
異

な
る
迫
力
で
あ
る
。
な
お
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド

ウ
イ
ル
カ
は
、
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
よ
り
も
体

は
や
や
小
さ
く（
大
き
く
て
せ
い
ぜ
い
３
ｍ
）、

口
先
が
細
長
く
、
天
草
で
は
２
０
０
頭
ほ
ど

が
住
み
着
い
て
い
る
。
遊
覧
船
に
よ
る
遭
遇

率
が
９
８
％
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
群
れ
を

な
し
て
常
に
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
。 

国
道
３
２
４
号
を
五
和
方
面
に
走
る
と
二
江
に

天
草
イ
ル
カ
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
遊
覧
船

の
発
着
場
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
な
ど
が
あ
る
。
１
年

中
見
学
が
で
き
、
季
節
に
も
よ
る
が
、
１
日
に
５

～
９
便
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
船
が
運
航
さ
れ
、
所
要

時
間
は
約
１
時
間
で
あ
る
。ま
た
、こ
の
他
に
も
、

天
草
松
島
か
ら
シ
ー
ク
ル
ー
ズ
、
苓
北
観
光
汽
船

に
よ
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
３
便

／
日
で
、
所
要
時
間
は
約
２
時
間
で
あ
る
。 

図
１
２
に
下
島
北
部
の
各
風
景
ポ
イ
ン
ト
を
示

す
。主
な
個
所
は
図
中
の
赤
点
線
円
の
と
お
り
で
、

大
ま
か
に
４
ゾ
ー
ン
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
本
渡
、

五
和
、
富
岡
、
下
田
の
各
地
区
が
あ
り
、
す
べ
て

を
丹
念
に
見
て
回
れ
ば
丸
１
日
は
か
か
る
で
あ
ろ

う
。 

 七 

南
蛮
文
化
の
里

と
夕
陽
八
景
の
天
草

下
島
南
部
を
巡
る 

 

１ 

南
蛮
文
化
と
世
界
遺
産
「
崎
津
集
落
」
を
め
ぐ
り
行
く 

 
下
田
よ
り
十
三
仏
公
園
か
ら
高
浜
に
至
る
と
、
そ
こ
に
高
浜
焼
の
窯
元
が
あ
り
、
上
田
家
資
料
館

が
あ
る
（
図
１
３
）。
高
浜
焼
は
村
民
の
暮
し
を
支
え
る
た
め
に
庄
屋
「
上
田
家
」
が
陶
工
を
招
い
て

窯
を
開
き
、
代
々
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
西
海
岸
の
純
度
が
高
い
陶
石
を
用
い
た
白
磁
だ
が
、
明
治

時
代
に
一
度
廃
窯
さ
れ
た
も
の
の
、
戦
後
に
再
興
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
を
含
め
れ
ば
二
百
年
の
歴
史

が
あ
る
。資
料
館
に
は
貴
重
な
古
文
書
や
、海
外
に
ま
で
輸
出
さ
れ
た
陶
磁
器
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
上
田
家
庄
屋
屋
敷
そ
の
も
の
は
、
正
門
や
表
玄
関
な
ど
一
部
は
明
治
時
代
の
も
の
だ
が
、

㊶ ダイナミックなイルカウォッチングを楽しむ 

㊴ 富岡城二の丸に建つ回天之碑 ㊵ 鈴木三公を祀る鈴木神社（天草市本町） 



28 
 

そ
の
基
本
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
古
民
家
で
あ
る
。
国
の
登
録
有
形
文

化
財
で
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
も
宿
泊
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
痛

み
が
激
し
い
の
で
土
間
か
ら
の
見
学
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。 

さ
ら
に
南
に
下
る
と
大
江
教
会
㉑
、
﨑
津
教
会
㉒
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
三
章
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
風
景
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
大
江
に
天
草
ロ
ザ
リ
オ
館
が
あ
る
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
物

を
集
め
た
貴
重
な
資
料
館
で
あ
り
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
教

会
近
く
に
あ
り
、
見
つ
け
易
い
。 

隠
れ
部
屋
が
再
現
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
背
中
に
十
字
架
が
描
か
れ
た

マ
リ
ア
観
音
や
、
経
を
封
じ
込
め
る
た
め
の
「
経
消
し
の
壺
」
の
展
示

が
あ
る
。
厳
し
い
弾
圧
の
も
と
で
、
隠
れ
な
が
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
の
信

仰
が
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
苦
難
の
物
語
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

国
道
３
８
９
号
と
２
６
６
号
が
交
わ
る
と
こ
ろ
に
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館

（
天
草
市
河
浦
町
白
木
河
内
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
見
も
の
は
１
６
世

紀
に
河
浦
に
伝
え
ら
れ
た
南
蛮
文
化
だ
が
、そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
が
、

天
正
少
年
遣
欧
使
節
が
持
ち
帰
っ
た
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
印
刷
機
㉔
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
、
本
物
は
宣
教
師
の
国
外
追
放
と
と
も
に
マ
カ
オ
に

お
く
り
返
さ
れ
た
が
、
コ
レ
ジ
ヨ
館
で
忠
実
に
再
現
さ
れ
た
も
の
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
最
初
の
活
版
印
刷
機
で
、
み
ん
な
も
知
っ
て

の
伊
曾
保
（
イ
ソ
ッ
プ
）
物
語
や
平
家
物
語
、
あ
る
い
は
羅
葡
日
辞
典

な
ど
の
天
草
本
が
多
数
印
刷
さ
れ
た
。
伊
曾
保
物
語
（
１
５
９
３
）
は
、

西
洋
文
学
翻
訳
の
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
平
家
物
語
（
１
５
９
２
）
は
、

宣
教
師
の
命
で
日
本
語
な
ら
び
に
日
本
の
歴
史
の
学
習
用
に
編
纂
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
コ
レ
ジ
ヨ
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
職
者
等
の
育
成
の

た
め
の
高
等
教
育
施
設
の
こ
と
で
あ
る
。
１
５
９
１
年
か
ら
１
５
９
７

年
ま
で
天
草
の
河
浦
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
長
崎
に
移
さ
れ
た
。
先
に

紹
介
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
河
浦
コ
レ
ジ
ヨ
跡
公
園
（
天
草
市
河
浦
支

所
付
近
）
が
そ
れ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
近
く
の
河
内
浦
城
（
天
草
氏
の

居
城
）
跡
公
園
や
崇
園
寺
（
天
草
４
ヶ
本
寺
の
一
つ
で
、
代
官
鈴
木
重

成
が
再
建
し
た
古
寺
）
と
合
わ
せ
て
訪
ね
、
疲
れ
れ
ば
近
く
の
天
然
温

泉
「
愛
夢
里
」
で
一
休
み
し
、
島
に
築
か
れ
た
田
舎
を
と
こ
と
ん
満
喫

す
る
と
よ
い
。 

 

要
す
る
に
。天
草
は
、さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、

わ
が
国
の
西
端
に
位
置
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
南
蛮
文
化
の
夜
明
け

に
大
き
く
貢
献
し
た
島
で
あ
り
、
九
州
は
い
う

に
及
ば
ず
、
日
本
全
体
で
み
て
も
い
か
に
重
要

な
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
が
分
か
る
島
で
あ
る
。 

 ２ 

夕
陽
八
景
を
眺
め
な
が

ら
海
中
探
訪
の
道
を
行
く 

 

天
草
下
島
の
南
部(

図
１
３)

は
、
西
海
岸
に

沿
う
地
平
線
、
岩
礁
な
ど
の
景
観
眺
望
箇
所
が

点
在
し
、
そ
れ
ら
を
前
景
あ
る
い
は
背
景
と
す

る
夕
陽
が
見
事
で
あ
る
。
頼
山
陽
の
漢
詩
「
泊

天
草
洋
」
の
出
だ
し
に
あ
る
よ
う
に
、
〝
雲
か

山
か
呉
か
越
か 

水
天
髣
髴
（
ほ
う
ふ
つ
）
青

一
髪
〟
。
天
草
の
夕
陽
は
、
こ
う
し
た
一
筋
の

髪
に
し
き
ら
れ
る
東
シ
ナ
海
の
地
平
に
沈
む
。

あ
る
い
は
、一
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、天
草
は
、

ま
さ
に
海
と
天
空
が
一
線
に
交
わ
り
、
そ
れ
に

草
（
夕
陽
）
が
重
な
る
島
で
あ
る
こ
と
を
思
い

知
る
で
あ
ろ
う
。 

２
０
１
１
年
、
島
の
人
た
ち
で
夕
陽
八
景
を

選
定
。
翌
年
、
天
草
西
海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
そ
っ
て
展
望
台
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
図

１
３
に
、
下
田
か
ら
小
森
海
岸(

牛
深)

ま
で
の

選
定
地
点
を
付
記
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所

に
、
次
頁
の
写
真
に
示
す
よ
う
な
案
内
標
識
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
夕
陽
の
時
間
帯
は
季
節
で

異
な
り
、
夕
方
５
時
２
０
分
頃
か
ら
７
時
３
０

分
頃
ま
で
の
間
だ
が
、
当
然
な
が
ら
一
日
一
回

図 13 天草下島の南部ブロックと下種島を行く 
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の
現
象
だ
か
ら
全
て
を
見
る
に
は
８
日
以
上
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
も
、
天
気
の
良
い
日
だ
け
を
選

び
、
真
っ
赤
な
夕
陽
を
と
な
れ
ば
、
一
巡
す
る
の
に
か
な
り
の
日
数
を
要
し
、
島
民
同
様
の
生
涯
の

夕
日
巡
礼
の
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

夕
陽
を
見
て
下
田
温
泉
に
つ
か
り
、
大
江
教
会
㉑
に
祈
っ
て
夕
陽
を
眺
め
、
世
界
遺
産
の
﨑
津
集

落
㉒
を
ま
ち
歩
き
し
て
マ
リ
ア
像
の
夕
陽
に
祈
る
な
ど
。
時
間
を
は
か
り
な
が
ら
の
夕
陽
八
景
め
ぐ

り
は
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
願
が
あ
り
、
大
願
成
就
が
あ
る
と
も
考
え
る
。 

一
方
、
昼
間
、
海
に
潜
れ
ば
サ
ン
ゴ
や
海
中
植
物
な
ど
が
群
生
し
、
熱
帯
魚
の
宝
庫
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
雲
仙
天
草
国
立
公
園
内
の
富
岡
、
天
草
、
牛
深
の
３
か
所
が
、
わ
が

国
は
じ
め
て
の
海
域
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
十
分
に
海
中
探
訪
が
で
き
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
牛
深
の
海
域
公
園
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
天
草
の
最

南
端
の
下
須
島
の
突
端
の
築
の
島
と
の
間
の
海
域
で
あ
る
。
牛
深
港
の
ハ
イ
ヤ
大
橋
㊷
横
の
海
彩
館

の
先
に
あ
る
桟
橋
か
ら
、
海
中
散
歩
の
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
お
よ
び
夕
陽
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
か
も
め
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
の
遊
覧
船
（
冬
）
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
は
日
に
５
便
あ
り
、
１
時
間
２

０
分
程
度
の
ク
ル
ー
ズ
で
あ
る
。 

 

八 

御
所
浦
ま
ち
中
の
化
石
の
路
地
を
探
る 

  

御
所
浦
島
に
は
２
か
所
の

港
が
あ
る
。
天
草
上
島
寄
り

の
嵐
口
港
と
、
下
島
よ
り
中

央
部
の
御
所
浦
港（
本
郷
港
）

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
御
所
浦

港
で
は
、
御
所
浦
白
亜
紀
資

料
館
や
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て

紹
介
し
た
化
石
公
園
以
外
に
、

港
周
辺
（
図
１
４
の
オ
レ
ン

ジ
色
楕
円
）
の
民
家
で
、
庭

石
や
石
垣
、
外
壁
に
用
い
た

石
材
、
石
臼
、
石
地
蔵
な
ど

か
ら
多
く
の
化
石
が
見
つ
か

っ
て
い
る
。
ト
リ
ゴ
ニ
ア
、

二
枚
貝
な
ど
が
生
活
す
る
中

に
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
訪
れ

図 14 恐竜の島”天草御所浦ジオパーク” 

㊷ みごとな曲線を描く牛深ハイヤ大橋（牛深港） 下須島と牛深海域公園 

海がきれいな魚貫港とそれに続く黒石海岸の夕日八景の案内板 
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る
人
誰
も
が
見
学
で
き
る
よ
う
に
と
、「
ま
ち
な
か

化
石
の
家
」
の
登
録
制
度
㊸
が
あ
り
、
旅
行
者
が

出
入
り
で
き
る
よ
う
門
柱
な
ど
に
登
録
証
を
張
り

付
け
開
放
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
全
部
で
１

２
か
所
の
登
録
が
あ
り
、
資
料
館
に
隣
接
す
る
半

径
数
百
ｍ
の
範
囲
内
の
地
区
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。 

地
図
を
片
手
に
、
あ
る
い
は
、
御
所
浦
白
亜
紀

資
料
館
内
の
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
の
会
（
０

９
６
９
‐
６
７
‐
２
３
２
５
）
の
案
内
で
め
ぐ
る

と
よ
い
。
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
紹
介
し
た
化

石
に
加
え
て
、
ま
ち
中
の
化
石
を
め
ぐ
り
つ
つ
、

島
の
暮
ら
し
や
生
活
、
風
習
、
出
来
事
を
聞
く
こ

と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
面
白
さ
が
あ
る
。
島
の
化
石

路
地
を
寄
り
道
し
回
遊
す
る
こ
と
は
、
一
億
万
年

前
か
ら
現
代
に
至
る
時
の
流
れ
を
旅
す
る
風
景
街

道
と
な
ろ
う
。 

 

 
 
 
 

―
―
― 

天
草
の
情
報 

―
― 

九 

多
彩
な
天
草
の
祭
り
、
食
、
宿
泊
等 

 

冒
頭
に
も
紹
介
す
る
よ
う
に
、
天
草
は
平
成
の
合
併
以
前
は
１
５
の
市
町
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
行
事
や
風
習
が
あ
り
、
地
場
産
品
づ
く
り
や
観
光
開
発
な
ど
の
振
興
が
図
ら
れ
て
き
た
。
当
然
な

が
ら
、
そ
れ
ら
は
今
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
従
来
の
地
域

区
分
を
も
と
に
し
て
（
下
図
）、
祭
り
や
ホ
テ
ル
等
の
状
況
を
紹
介
し
よ
う
。 

 １ 

天
草
を
代
表
す
る
「
牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
」 

 

天
草
の
各
地
で
催
さ
れ
て
い
る
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
表
６
に
書
き
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、

全
国
的
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
祭
り
は
何
と
い
っ
て
も
牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
で
あ
る
。
毎
年
４
月
の
第
３

金
曜
日
に
前
夜
祭
、
土
日
に
市
民
総
参
加
で
催
さ
れ
る
。 

「
ハ
イ
ヤ
エ
ー 

ハ
イ
ヤ
」
の
掛
け
声
と
と
も

に
始
ま
る
強
烈
な
南
国
の
リ
ズ
ム
の
も
と
、
路
上

い
っ
ぱ
い
に
お
ど
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
江
戸

時
代
か
ら
伝
わ
る
牛
深
の
伝
統
的
な
祭
り
で
あ
り
、

元
祖
ハ
イ
ヤ
祭
り
で
あ
る
。
ハ
イ
ヤ
と
は
南
風
を

ハ
エ
の
風
と
称
し
、
そ
れ
が
な
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

エ
ー
ッ
サ 

牛
深
三
度
行
き
ゃ
三
度
裸 

鍋
釜
売
っ
て
も
酒
盛
り
ゃ
し
て
来
い 

戻

り
ゃ
本
渡
瀬
戸
徒
歩
（
か
ち
）
渡
り 

（
ア
ヨ
イ
ヤ
サ
ー
ヨ
イ
サ
ー
）
ヨ
イ
サ
ー
ヨ
イ
サ
ー 

（
サ
ッ
サ
ヨ
イ
ヨ
イ
）
サ
ッ
サ
ヨ
イ
ヨ
イ 

港
ま
ち
ら

し
く
、
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
の
イ
メ
ー
ジ
が
す
る
祭
り
で
あ
る
。 

ま
た
、
牛
深
は
北
前
船
な
ど
の
し
け
待
ち
の
港
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
ヤ
節
は
全

国
に
伝
搬
し
、
４
０
箇
所
以
上
で
同
様
の
祭
り
が
催
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
江
差
餅
つ
き
囃
子
、

岩
手
の
南
部
あ
い
や
節
、
徳
島
県
の
阿
波
踊
り
、
広
島
の
鞆
の
浦
ハ
イ
ヤ
節
等
々
が
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
６
月
に
は
牛
深
ハ
イ
ヤ
節
全
国
大
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。 

他
に
も
、
上
津
深
江
八
坂
神
社
の
裸
祭
、
海
を
渡
る
祭
礼
「
産
島
八
幡
宮
大
祭
」
な
ど
の
海
の
祭

り
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
富
岡
神
社
初
午
大
祭
、
虫
追
い
祭
り
（
天
草
市
河
浦
町
）
な
ど
、
五
穀

豊
穣
を
祈
る
農
村
の
ま
つ
り
が
あ
る
。
さ
ら
に
祭
り
で
は
な
い
が
、
マ
ラ
ソ
ン
や
ペ
ー
ロ
ン
大
会
な

ど
も
盛
ん
で
あ
る
。 

天草市、上天草市の地区名 

㊸ 民家の庭先など化石を訪ね歩く（御所浦島） 
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 ２ 
各
地
に
展
開
す
る
天
草
の
ホ
テ
ル
な
ど 

 

観
光
地
だ
け
に
ホ
テ
ル
な
ど
は
島
々
の
各
地
に
点
在
す
る
。
特
に
、
大
矢
野

島
・
天
草
上
島
の
松
島
地
区
、
天
草
市
の
中
心
市
街
地
・
本
渡
、
天
草
下
島
の

下
田
温
泉
地
区
お
よ
び
牛
深
地
区
に
多
く
の
ホ
テ
ル
等
が
あ
る
。
３
０
０
室
近

い
も
の
か
ら
１
０
室
に
満
た
な
い
小
規
模
な
旅
館
や
民
宿
ま
で
と
多
彩
で
あ
る
。

小
さ
く
て
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
て
な
し
や
家
庭
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
こ
れ

ま
た
楽
し
み
で
あ
り
、同
時
に
天
草
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
、

時
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
人
気
の
祭
り
が
あ
る
と
き
や
、
夏
場
の
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
な
ど
に
は
多
く
の
人
々
が
押
し
寄
せ
る
。
こ
の
た
め
、
全
体
で
１
５
０
近

い
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
が
あ
り
な
が
ら
も
、
予
約
が
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

３ 

海
・
山
の
幸
豊
か
な
天
草
の
食
と
特
産
品 

 

三
章
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
五
足
の
靴
」
紀
行
文
と
異
な
り
、
天
草
の
現
代

は
水
産
業
や
農
業
が
発
達
し
、
多
く
の
海
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
海
の

幸
は
、
有
明
海
、
八
代
海
、
天
草
灘
と
い
っ
た
近
海
も
の
が
主
で
、
タ
コ
、
鯛
、

ア
ワ
ビ
、
伊
勢
エ
ビ
、
ふ
ぐ
な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
養
殖
ク
ル

マ
エ
ビ
、
ウ
ニ
、
緋
扇
貝
が
あ
り
、
小
ガ
ニ
の
塩
辛
の
一
種
で
あ
る
が
ん
漬
け
、

天
然
の
塩
な
ど
も
あ
る
。 

こ
れ
ら
海
の
幸
を
使
っ
た
食
は
、
料
理
店
、レ
ス
ト
ラ
ン
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、

天
草
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
・
民
宿
の
至
る
所
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
有
明
で

は
タ
コ
八
料
理
、
御
所
浦
で
は
ふ
ぐ
（
ぶ
っ
き
ん
）
料
理
、
本
渡
で
は
海
鮮
丼
、

下
田
で
は
伊
勢
エ
ビ
グ
ル
メ
な
ど
と
特
色
を
打
ち
出
す
も
の
も
多
い
。
あ
る
い

は
、
具
沢
山
の
〝
天
草
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
〟
も
人
気
の
食
で
あ
る
。 

山
の
幸
は
、
か
つ
て
年
貢
に
苦
労
し
主
食
と
し
た
だ
け
に
改
良
を
加
え
、
今

で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
と
そ
れ
ら
を
使
っ
た
加
工
品
（
だ
ご
汁
、
こ
っ
ぱ
も
ち
、
焼

酎
な
ど
）
が
特
産
品
と
し
て
並
ん
で
い
る
。 

デ
コ
ポ
ン
、
天
草
晩
柑
、
天
草
緑
竹
（
タ
ケ
ノ
コ
）
な
ど
、
さ
ら
に
、
天
草

黒
牛
、
天
草
大
王(

鶏
）
も
天
草
な
ら
で
は
の
味
わ
い
で
あ
る
。 

工
芸
品
に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
天
草
陶

石
を
用
い
た
焼
き
物
が
あ
り
、
天
草
全
体
で
は
３
２
の
窯
元
が

あ
る
。
特
に
、
陶
石
の
産
地
で
あ
る
天
草
下
島
で
、
北
部
の
本

渡
、
五
和
、
苓
北
、
西
海
岸
の
下
田
、
高
浜
、
大
江
な
ど
に
窯

元
が
集
ま
り
、
良
質
で
、
個
性
あ
る
天
草
陶
磁
器
が
作
ら
れ
て

い
る
。
春
と
秋
に
天
草
西
海
岸
の
窯
元
め
ぐ
り
が
催
さ
れ
、
旅

の
つ
い
で
に
立
ち
寄
る
と
掘
り
出
し
物
に
出
会
う
で
あ
ろ
う
。 

工
芸
品
で
は
、
天
草
土
（
ど
ろ
）
人
形
、
天
草
手
ま
り
、
天

草
押
し
絵
、天
草
バ
ラ
モ
ン
凧
、竹
細
工
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。 

地
場
産
品
は
、
当
然
な
が
ら
天
草
の
土
産
物
店
で
広
く
売
ら

れ
て
い
る
が
、
生
産
者
が
持
ち
寄
り
直
売
す
る
店
も
多
く
、
表

７
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

月 祭り、イベント 開催地 問合せ先
1 上津深江八坂神社裸祭り 苓北町上津深江八坂神社 苓北町観光案内所               （0969-37-1136）
2 大作山観音祭り 上天草市龍ヶ岳町

3 天草パールラインマラソン大会 上天草市大矢野町中 天草パールラインマラソン組織委員会事務局（0964-56-4701)
富岡稲荷神社初午大祭 苓北町富岡稲荷神社

4 牛深ハイヤ祭り 天草市牛深 天草市牛深支所産業振興課(0969-73-2111)
牛深商工会議所(0969-73-3141)

5 下田温泉祭り 天草市天草町

6 牛深ハイヤ節全国大会 天草市牛深 天草市牛深総合センター（0969-73-4191)
7 さざ波フェスタ 天草市有明町四郎ヶ浜ビーチ　　(一社)天草宝島観光協会（0969-22-2243)、

天草市観光振興課（0969-23-1111）
苓北じゃっと祭(ペーロン大会、花火大会） 苓北町富岡港周辺 苓北町商工会(0969-37-1244),苓北町役場商工観光課（0969-35-111)

8 天草ほんどハイヤ祭り 天草市本渡 本渡商工会議所                  （0969-23-2001)
教会の見える﨑津みなとのﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(花火大会）天草市河浦町﨑津 天草市商工会河浦支所       （0969-76-0132)

9 御領石竹秋宵祭り 天草市五和町

10 天草殉教祭（祇園橋でのキャンドル行列） 天草市本渡

吟詠「天草洋に泊す」全国大会 苓北町

海を渡る祭礼「産島八幡宮大祭」 天草市河浦宮野河内 宮野河内公民館                  （0969-78-0001)
11 天草マラソン大会 天草市、苓北町 天草市スポーツ振興課（0969-32-6783)

栖本例大祭 天草市栖本町

栖本かっぱ祭り 天草市栖本町古江 栖本地区振興会(天草市栖本支所)（0969-66-3111）
12～1 大江天主堂、﨑津天主堂のクリスマスイルミネーション 天草市天草町、河浦町

表 6 天草各地で催されている祭りとイベント 

名称 電話 住所 備考

さんぱーる 0964-58-5600 大矢野町中11582-24
松島ふれあい市場 0969-56-1172 松島町合津3330-1
リップルランド(道の駅) 0969-53-1565 有明町上津浦1955
ふれあい市場 0969-64-3340 倉岳町棚底2066-3 国道266

しおさい館 0969-67-1234 御所浦町御所浦4310-8 県道333

オレンジショップ 0969-24-1464 下浦町3224-1 国道266

天草とれたて市場 0969-32-6888 瀬戸町2-1
グリーントップ本渡 0969-24-1516 八幡町1-26
わかみや 0969-32-1700 五和町御領9490-1
やさい村 0969-34-0098 五和町井出3006-3 県道47

ユメール 0969-26-4011 五和町二江547 通詞島

苓北町物産館 0969‐37‐0725 苓北町上津深江4535‐1 国道324

もやい倶楽部 0969-36-0426 苓北町都呂々20 国道324

しんわ夕やけ市場 0969-46-2039 新和町小宮地127‐1 県道26

まごころ市場 0969-45-0373 天草町福連木3372-1 県道24

よんなっせ 090-5299-3880 宮地岳町716-1
立原の里直売所 0969-76-0909 河浦町立原1031
愛夢里 0969-76-1526 河浦町河浦4747-1 県道35

やすらぎの湯 0969-72-6666 久玉町内ノ原2193-2
㈱うしぶか海彩館 0969-73-3818 牛深町2286-116

注）営業時間及び定休日は各々で異なるので問合せること

国道266

苓北町

天
草
市

上天草
市

天
草
市

国道
324

国道342

国道266

表７ 天草の直売所 
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４ 

天
草
の
道
の
駅
と
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど 

天
草
に
は
、
道
の
駅
と
し
て
「
上
天
草
さ
ん
ぱ
ー
る
」
と
「
有
明
」、「
牛
深
海
彩
館
」
の
３
つ
が

あ
る
（
表
８
）。
い
ず
れ
も
国
道
２
６
６
号
沿
い
で
、
大
矢
野
島
、
天
草
上
島
、
天
草
下
島
に
分
散
し

て
い
る
。 

「
上
天
草
さ
ん
ぱ
ー
る
」
は
大
矢
野
島
の
天
草
四
郎
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
の
前
に
あ
り
、
天
草
四

郎
観
光
協
会
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
地
図
や
ル
ー
ト
情
報
、
観
光
案
内
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。「
有

明
」
は
、
天
草
上
島
の
中
ほ
ど
の
天
草
市
有
明
町
に
あ
り
、
物
産
館
に
加
え
て
、
情
報
館
で
の
情
報

提
供
が
あ
る
。「
牛
深
海
彩
館
」
は
、
牛
深
ハ
イ

ヤ
大
橋
の
真
横
に
あ
り
、
遊
魚
が
泳
ぐ
大
型
い

け
す
が
あ
り
、
海
産
物
加
工
品
の
販
売
店
が
並

び
、
漁
業
資
料
館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。 

 

道
の
駅
以
外
の
情
報
案
内
所
な
ど
は
表
９
の

と
お
り
で
あ
る
。
天
草
市
御
所
浦
は
、
道
の
駅

は
な
い
が
、
物
産
館
「
し
お
さ
い
館
」（
表
７
）

が
あ
り
、
そ
こ
で
観
光
案
内
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
や
町
の
担
当
課
お
よ
び
観
光
協
会
が
あ
り
、

不
明
な
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
問
合
わ
せ
る
と
よ
い
。 

加
え
て
、
各
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
が
あ
り
、
安
い
料
金
で
案
内
を
頼
む
こ
と
が
で
き

る
（
表
１
０
）。
案
内
が
有
る
と
な
し
で
は
旅
の
趣
も
大
き
く
異
な
り
、
事
前
に
予
約
し
、
積
極
的
に

利
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。 

 

㊹ ありあけタコ街道（道の駅「有明」付近） 

市町 名　称 電　話 住　所

（一社）天草四朗観光協会 0964-56-5602 大矢野島町中11582-24

上天草市観光おもてなし課 0964-26-5512 大矢野島町1514

上天草観光ガイドの会 0969-56-5602 大矢野島町中11582-24（（一社）天草四朗観光協会）

天草市観光振興課 0969-32-6787 中央新町15-7　天草国際交流会館ポルト内

（一社）天草宝島観光協会 0969-22-2243 中央新町15-7　天草国際交流会館ポルト内

天草宝島案内人の会 0969-22-2243 中央新町15-7（（一社）天草宝島観光協会）

牛深ガイドの会 080-6415-3969 牛深町（牛深観光案内所）

御所浦白亜紀資料館 0969-67-2325 御所浦町御所浦4310- 5

御所浦ジオツーリズムガイド 0969-67-1080 御所浦アイランドツーリズム推進協議会

苓北町商工観光課,観光協会 0969-35-1111 志岐660

苓北町観光ボランティアガイド協会 0969-35-1111 志岐660

0964-53-0010 宇城市観光物産協会観光案内所（ＪＲ三角駅構内）

0969-22-4214 天草市今釜新町3530

上
天
草市

天
草
市

熊本県天草広域本部

苓北
町

三角西港の観光ボランティアガイド

表 9 天草の情報センター、観光協会など 

 

　 　 　

　

　

 

 

上天草さんぱーる(国道266号) 上天草市大矢野町中1582-24

○提供エリア及び提供時間 情報提供コーナー2か所設置(1か所は24時間対応）

　天草四朗観光協会　8:30～17:30
　公衆無線LAN「くまもと無料Wi-Fi」
○情報提供機器　ケーブルテレビ(各情報施設に1台）、無線LAN機器

　観光協会職員、物産館職員による案内

○情報提供内容

［観光情報］ 観光協会職員による天草、宇城の案内、チラシで提供

［医療情報］ 公衆無線LANから市のHPを通じて提供

［他の「道の駅」の情報］ なし

［その他情報］ 気象情報、交通規制情報

有明 （国道324号） 天草市有明町上津浦1955

○提供エリア及び提供時間 「物産館」内 8:30～18:30（11月～3月　8:30～18:00）
○情報提供機器 掲示板　1台
○情報提供内容

［道路情報および近隣の「道の駅」情報］ ルート情報、災害情報を掲示板、地図・チラシで提供

［観光情報］ 駅周辺の観光、宿泊施設情報を掲示板、チラシで提供

［医療情報］ 医療情報を掲示板で提供

［他の「道の駅」の情報］ なし

［その他情報］ なし

牛深海彩館（国道２６６号） 天草市牛深町2286-116

○提供エリア及び提供時間 物産館内　24時間可能

○提供提供機器

○情報提供内容

［道路情報および近隣の「道の駅」情報］

観光情報 観光案内所へ移設、案内人、観光パンフレット・イベントチラシ

で提供

医療情報 なし

［他の「道の駅」の情報］ なし

［その他情報］ なし

0964-58-5600

0969-53-1565

0969-73-3818

物産館

体験

コーナー
漁業

資料館

表８ 
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人のくに、美のくに九州 Ｑ－13  あまくさ風景街道 

令和  2 年 7月 1日  第 2版 

 

日本風景街道九州ガイドブック編纂委員会  

樗木武、堤昌文、玉川孝道、吉武哲信、桝谷秀秋 

     あまくさ風景街道担当 

 （文責）樗木（ちしゃき）武 

協 力：あまくさ風景街道推進協議会 

    

発 行 九州風景街道推進会議 

     風景街道推進会議事務局（九州地方整備局 道路管理課内） 

  
本書の内容の一部または全部を無断で複写複製（コピー）することは、著作権法上での例外を 

除き禁じられています。 

九州風景街道のガイドブック一覧 
List of Guidebook of Scenic Byway Kyushu 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html  
(上記のホームページからコピーできます。（無料）） 

全体編 〇Japanese Edition: 九州の風景街道     その１ 総論  
                
〇English Edition： Scenic Byway Kyushu  Part 1 Overview 

  
その２ ルート別ガイド            Part2  Leaflet by Route  
 日南海岸きらめきライン        Q-❶  Nichinan Sparkling Coast 
  日豊海岸シーニック・バイウェイ    Q-❷  Nippo Seashore Road 
  ながさきサンセットロード       Q-❸  Nagasaki Sunset Highway 
  北九州おもてなし“ゆっくりかいどう” Q-❹  Kitakyushu Hospitality Roads 
ちょっとよりみち唐津街道むなかた   Q-❺   Munakata Historic Byway 

 かごしま風景街道           Q-❻  Kagoshima Scenic Byways 
 玄界灘風景街道                       Q-❼   Genkai Coastal Highway 
 九州横断の道やまなみハイウェイ     Q-❽   Yamanami Highland Parkway 
 九州横断の道阿蘇くまもと路       Q-❾   Aso/Kumamoto Scenic Roads 
 豊の国歴史ロマン街道          Q-❿   Toyonokuni History Roads 
 みどりの里・耳納風景街道            Q-⓫   Green Village in Minou Mountains 
 別府湾岸・国東半島海べの道           Q-⓬   Scenic Area of Beppu Bay and Kunisaki Pen. 
あまくさ風景街道           Q-⓭   Amakusa Islands Drive 

 薩摩よりみち風景街道                 Q-⓮   North Satsuma Scenic Tour 
  島原半島うみやま街道               Q-⓯   Umi-Yama Scenic Byway in Shimabara Pen. 

http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html
http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/fukeikaido/guidebook.html

